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性
を
反
映
し
て
歴
史
的
に
多
様
な
展

開
を
見
せ
、
工
芸
品
と
し
て
文
化
財

上
の
価
値
が
高
い
も
の
も
多
い
。
一

方
、
江
戸
時
代
以
降
は
保
存
用
と
し

て
朴
材
素し

ら

木き

の
白
鞘
が
製
作
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

　

刀
装
は
、
鞘
師
に
よ
る
鞘
下
地
、

白
銀
師
に
よ
る
鎺
、
彫
金
師
に
よ
る

鐔
・
小
柄
・
筓
・
目
貫
の
金
具
、
塗

師
に
よ
る
鞘
装
飾
、
柄
巻
師
に
よ
る

柄
巻
等
の
多
様
な
素
材
に
よ
り
構
成

さ
れ
、
分
業
に
よ
り
製
作
さ
れ
る
。

　

下
地
と
な
る
鞘
の
形
状
を
成
形
し
、

各
部
品
装
着
部
の
加
工
を
行
う
鞘
師

は
、各
時
代
の
刀
剣
・
刀
装
の
品
質
・

形
状
に
関
す
る
知
識
の
上
に
、
き
わ

め
て
精
度
の
高
い
木
工
技
術
を
必
要

と
す
る
だ
け
で
な
く
、
製
作
・
修
理

を
統
括
す
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、

別
に
白
鞘
製
作
を
行
う
。
鞘
下
地
お

よ
び
白
鞘
に
は
、
油
分
が
少
な
く
、

木
質
が
均
一
な
朴
材
を
一
般
に
用
い

る
。
鞘
の
加
工
は
、
刀
剣
類
の
形
状

に
合
わ
せ
て
内
部
を
掻
き
入
れ
、
外

形
を
整
え
、
諸
部
品
製
作
者
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
装
着
部
の
加
工
を
行

う
が
、
寸
分
の
狂
い
や
歪
み
も
許
さ

れ
な
い
た
め
、
材
料
の
吟
味
と
正
確

必
要
が
あ
る
も
の
を
選
定
保
存
技
術

と
し
て
選
定
し
、
そ
の
技
を
保
持

し
て
い
る
個
人
ま
た
は
技
の
保
存
事

業
を
行
う
団
体
を
保
持
者
ま
た
は
保

存
団
体
と
し
て
認
定
す
る
も
の
。
現

在
、
選
定
保
存
技
術
の
選
定
件
数
は

七
十
五
件
、
保
持
者
数
は
五
十
八

名
、
保
存
団
体
数
は
三
十
四
団
体
と

な
っ
て
い
る
。

　

次
に
、
文
化
庁
の
発
表
に
基
づ
き
、

選
定
保
存
技
術
「
刀
装
（
鞘
）
製
作

修
理
」
と
同
保
持
者
を
解
説
す
る
。

　

選
定
保
存
技
術
の
概
要

　

刀
装
は
刀
剣
類
の
外
装
で
あ
り
、

拵
と
も
言
う
。
刀
装
の
形
式
は
太
刀

拵
、
室
町
時
代
に
出
現
し
た
打
刀
拵
、

お
よ
び
短
刀
で
あ
る
腰
刀
拵
等
に
大

別
さ
れ
る
。鞘
は
、中
世
以
前
は
檜
材

等
、
多
様
な
素
材
が
用
い
ら
れ
た
が
、

江
戸
時
代
以
降
は
主
に
朴
材
が
用
い

ら
れ
た
。
一
般
に
は
革
巻
や
漆
塗
等

で
仕
上
げ
ら
れ
た
が
、
金
属
、
漆
、

染
織
、
皮
革
、
牙げ

角か
く

類
等
を
用
い
て

工
芸
技
術
の
粋
を
尽
く
し
た
装
飾
性

の
高
い
拵
も
製
作
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
刀
装
の
品

質
・
形
状
は
刀
剣
類
の
形
状
の

変
遷
、
各
時
代
の
好
み
や
社
会

会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決
を

経
て
、
選
定
保
存
技
術
の
選
定
お
よ

び
保
持
者
・
保
存
団
体
の
認
定
等
に

つ
い
て
、
林
芳
正
文
部

科
学
大
臣
に
答
申
し
た
。

　

刀
剣
界
か
ら
は
髙
山

一
之
氏
が
「
刀
装（
鞘
）

製
作
修
理
」
の
保
持
者

に
認
定
さ
れ
た
。
刀
装

（
拵
）の
製
作
修
理
が
選

定
保
存
技
術
に
選
定
さ

れ
た
こ
と
は
画
期
的

で
、
髙
山
氏
の
保
持
者

認
定
は
、
拵
の
製
作
に

つ
い
て
鞘
師
と
し
て
参

画
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

設
計
・
監
修
の
役
割
が

あ
ら
た
め
て
認
め
ら
れ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

本
制
度
は
、
文
化
財

保
存
の
た
め
に
欠
く
こ

と
の
で
き
な
い
伝
統
的

な
技
術
ま
た
は
技
能
で

保
存
の
措
置
を
講
ず
る

　
刀
装
は
初
の
選
認
定

　

文
化
審
議
会
（
佐
藤
信
会
長
）
は
、

七
月
二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
同
審
議

術
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

わ
が
国
に
は
、
刀
剣
・
刀
装
が
数

多
く
伝
来
し
、
国
宝
・
重
要
文
化
財

指
定
を
受
け
た
刀
装
の
修
理
や
白
鞘

の
新
規
製
作
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

近
年
、
刀
装
の
製
作
・
修
理
需
要
が

減
少
し
、
良
質
の
材
料
の
確
保
が
困

難
に
な
り
、
ま
た
伝
統
技
術
を
継
承

す
る
技
術
者
の
高
齢
化
が
進
行
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
技
術
に
つ
き
、

保
存
の
措
置
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る
。

　

保
持
者
の
認
定
に
つ
い
て

　

髙
山
一
之
氏
は
、
国
内
の
国
宝
・

重
要
文
化
財
の
刀
装
の
修
理
お
よ
び

復
元
、
国
内
外
の
刀
剣
類
の
白
鞘
製

作
に
数
多
く
携
わ
り
、
文
化
財
保
護

に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
わ
が
国

の
刀
装
の
品
質
・
形
状
に
精
通
し
、

刀
装
の
製
作
・
復
元
・
修
理
お
よ
び

白
鞘
製
作
に
数
多
く
携
わ
り
、
そ
の

知
識
と
技
術
は
斯
界
に
お
い
て
高
い

髙
山
一
之
氏
が
選
定
保
存
技
術
保
持
者
に

髙山一之氏

評
価
を
得
て
い
る
。

　

同
人
は
、
昭
和
十
五
年
、
江
戸
時

代
か
ら
続
く
鞘
師
の
家
で
あ
る
髙
山

家
に
、髙
山
一
の
長
男
と
し
て
東
京
・

芝
白
金
に
生
ま
れ
た
。
同
三
十
七
年

に
法
政
大
学
経
済
学
部
を
卒
業
し
た

後
、父
に
師
事
し
、刀
装
の
製
作
、修

理
技
術
を
体
得
し
、
そ
の
技
術
の
錬

磨
向
上
に
励
む
と
と
も
に
、
古
い
時

代
の
刀
装
の
研
究
を
進
め
、
同
五
十

八
年
に
は
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣

保
存
協
会（
現
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
）主
催
研
磨
外
装
技

術
発
表
会
の
無
鑑
査
に
認
定
さ
れ
た
。

　

黒
作
大
刀
拵（
正
倉
院
蔵
）、
金
銀

金
銅
装
玉
纏
大
大
刀
拵
・
金
銀
金
銅

装
玉
纏
剣
拵（
奈
良
・
藤
ノ
木
古
墳

出
土
）、
毛
抜
形
太
刀
拵（
奈
良
・
春

日
大
社
所
蔵
）
等
の
復
元
、
重
要
文

化
財
・
革
包
太
刀
拵（
愛
媛
・
大
山

祇
神
社
）、
国
宝
・
金
装
宝
剣
拵（
琉

球
国
王
尚
家
関
係
資
料
の
う
ち
、
沖

縄
・
那
覇
市
）等
の
修
理
、さ
ら
に
は

数
多
く
の
白
鞘
製
作
の
実
績
が
あ
る
。

　

ま
た
、
長
く
財
団
法
人
日
本
美
術

刀
剣
保
存
協
会
等
に
お
い
て
、
刀
装

製
作
に
関
す
る
講
師
、
技
術
発
表
会

等
の
審
査
員
を
務
め
、
刀
装
製
作
技

術
の
普
及
、
発
展
と
後
継
者
育
成
に

従
事
し
て
き
た
。
以
上
の
よ
う
に
、

同
人
は
伝
統
的
な
鞘
の
製
作
お
よ
び

修
理
技
術
を
正
し
く
体
得
し
、
か
つ
、

こ
れ
に
精
通
し
て
い
る
。

な
加
工
技
術
が

求
め
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
修
理

に
お
い
て
は
、

各
時
代
に
お
け

る
材
料
・
工
法

の
知
識
の
上

に
、
現
状
を
維

持
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
、
知

識
・
経
験
お
よ

び
熟
達
し
た
技

髙山一之氏の略歴

昭和37年

57年

58年

61年

平成３年

８年
10年

16年
21年

22年

30年

法政大学経済学部卒業
父・髙山一に師事
財団法人日本美術刀剣保存協
会（現 公益財団法人日本美術
刀剣保存協会）外装技術研修
会鞘の部講師（平成18年まで）
同前協会研磨外装技術発表会
無鑑査認定
同前協会研磨外装技術発表会
鞘の部・拵の部審査員（平成
２年まで）
同前鞘の部・拵の部・柄巻の
部審査員（同９年まで）
同前協会評議員（平成16年まで）
同前鞘の部・拵の部・柄巻の
部・白銀の部審査員（平成18
年まで）
同前協会監事（平成18年まで）
一般財団法人日本刀文化振興
協会（現公益財団法人日本刀
文化振興協会）新作日本刀研
磨外装刀職技術展覧会鞘の
部・新作刀の部・研磨の部・
白銀の部・刀装具の部・柄巻
の部・漆塗の部審査員（平成
30年まで）
同前協会常務理事（平成30年
まで）
同前協会参与（現在に至る）

毛抜形太刀拵（復元）

黒漆塗合口打刀拵
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路
◯

㈱
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長
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屋
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信
彦
◯

銀
座
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英

瀬
下　

昌
彦
◯

㈱
三
明
貿
易�

刀
剣
徳
川
福
岡　

勇
仁
◯

霜
剣
堂
・
黒
川

黒
川　

精
吉
◯

㈱
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
情
報
村
上
和
比
子
◯

銀
座
日
本
刀
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
泰
文
堂

川
島　

貴
敏

刀
剣
は
た
や

籏
谷　

三
男
◯

や
し
ま

齋
藤　

雅
稔
◯

㈱
永
和
堂

朝
倉　

忠
史
◯

刀
剣
武
蔵
野

大
西　

敏
之
◯

㈱
日
本
刀
柴
田

柴
田　

和
光
◯

㈱
金
丸
刀
剣
店

金
丸　

一
三
◯

平
成
名
刀
会

鈴
木　

雅
一
◯

神
田
藤
古
堂

藤
田　

一
男
◯

㈱
晴
雅
堂
清
水

清
水　

儀
孝
◯

静
心
堂
芦
澤

芦
澤　

一
幸
◯

㈱
刀
剣
柴
田

柴
田　

光
隆
◯

木
村
美
術
刀
剣
店

木
村　

義
治
◯

㈱
安
東
貿
易

安
東　

孝
恭
◯

銀
座
誠
友
堂

生
野　
　

正
◯

㈱
城
南
堂
古
美
術
店

田
中　

勝
憲

銀
座
盛
光
堂

齋
藤　
　

恒
◯

長
谷
宝
満
堂

蛭
田　

道
子
◯

勝
武
堂

大
平　

岳
子
◯

刀
剣
大
東
美
術

熊
倉　
　

勇
◯

田
名
網
美
術
刀
剣

田
名
網　

守

大
西
美
術
刀
剣

大
西　

孝
男
◯

お
知
ら
せ

「
大
刀
剣
市
２
０
１
８
」は

11
月
16
～
18
日
に
開
催

　
「
大
刀
剣
市
」
は
本
年
も
産
経
新
聞

社
・
フ
ジ
サ
ン
ケ
イ 

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ

両
社
の
後
援
を
頂
き
、
東
京
美
術
倶
楽

部
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。
回
を
重
ね

て
第
三
十
一
回
を
迎
え
ま
す
。

　

全
国
か
ら
七
十
三
店
舗
が
出
店
、
カ

タ
ロ
グ
掲
載
商
品
を
は
じ
め
、
刀
剣
・

刀
装
具
・
甲
冑
ほ
か
多
数
の
優
品
を
展

示
即
売
し
ま
す
。

　

特
別
展
示
と
し
て
、
三
階
重
文
室
に

て
「
明
治
１
５
０
年
―
明
治
時
代
か
ら

平
成
時
代
の
刀
匠
展
」
を
同
時
開
催
、

「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
会
」
や
全
日
本

刀
匠
会
の
協
力
に
よ
る
作
品
展
示
や
銘

切
り
実
演
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

平
成
最
後
の
大
刀
剣
市
へ
の
ご
来
場

を
、
出
店
者
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

古
美
術
草
分
堂

草
分　

一
雄
◯

札
幌
横
山
美
術

横
山　

忠
司

慶
長
堂

ヒュ
ー
ズ・ロ
バ
ー
ト
◯

㈱
日
宝

田
澤　

二
郎
◯

㈲
聚
楽

中
永　
　

潔
◯

刀
剣
坂
田

坂
田　

哲
之
◯

も
ち
だ
美
術

持
田　

具
宏
◯

刀
剣
美
術
中
川

中
川　

正
則
◯

尚
佳
洞

深
津　

尚
樹
◯

一
文
字
商
会

古
屋　

祐
介
◯

江
州
屋
刀
剣
店

小
暮　

曻
一
◯

㈱
美
術
刀
剣
松
本

松
本　

義
行
◯

福
隆
美
術
工
芸

綱
取　

譲
一
◯

㈱
紀
の
国
屋

佐
孝　

宗
則
◯

イ
ー
・
ソ
ー
ド

平
子　

誠
之
◯

㈲
栗
原
金
庫
製
作
所

栗
原　

春
吉
◯

㈲
濃
州
堂

五
十
嵐
啓
司
◯

古
美
術
刀
剣
山
城
屋

嶋
田　

伸
夫
◯

つ
る
ぎ
の
屋

冥
賀　

吉
也
◯

飯
田
高
遠
堂

飯
田　

慶
雄
◯

刀
剣
髙
吉

髙
島　

吉
童
◯

日
本
刀
籏
谷

籏
谷　

大
輔
◯

服
部
美
術
店

服
部　

暁
治
◯

刀
剣
ギ
ャ
ラ
リ
ー
樹
林
森
野　

幸
男
◯

大
宮
清
水
商
会

清
水　

敏
行
◯

古
美
術
成
蹊
堂

松
川
浩
一
郎
◯

㈱
永
楽
堂

木
村
由
利
子
◯

大
阪
刀
剣
会
吉
井

吉
井　

唯
夫
◯

㈱
む
さ
し
屋

猿
田　

慎
男
◯

大
和
美
術
刀
剣

大
西　

康
一
◯

筑
前
刀
剣
堂

黒
川　

宏
明
◯

㈱
和
敬
堂

土
肥　

豊
久
◯

儀
平
屋

今
津　

敦
生
◯

㈱
杉
江
美
術
店

杉
江　

雄
治
◯

刀
剣
佐
藤「
倉
敷
刀
剣
美
術
館
」
佐
藤　
　

均
◯

新
堀
美
術
刀
剣

新
堀　

孝
道
◯

刀
友
会

山
本　

一
郎
◯

恵
那
秋
水
会

松
原　

正
勝
◯

川
越�

優
古
堂

三
浦　

優
子
◯

㈱
日
本
刀
剣

伊
波　

賢
一
◯

刀
剣
古
美
術�

京
都
む
ら
か
み
村
上　

昌
弘
◯

㈱
舟
山
堂

稲
留　

修
一
◯

真
玄
堂

髙
橋　

歳
夫
◯

秀
美
堂

小
畠　
　

昇
◯

玉
山
名
史
刀

玉
山　

真
敏
◯

│　
＊　

│

｢

刀
剣
評
価
鑑
定
士｣

公
開
模
擬

試
験
の
実
施
に
つ
い
て

　

来
る
十
二
月
十
七
日
、
組
合
交
換
会

の
終
了
後
、
第
三
回
「
刀
剣
評
価
鑑
定

士
」
公
開
模
擬
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

本
試
験
を
前
に
今
回
が
最
後
の
模
擬
試

験
と
な
り
ま
す
の
で
、
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は
組
合
事

務
局
ま
で
。

　

受
験
な
ど
と
い
う
も
の
と
は
ず
い
ぶ

ん
長
い
こ
と
縁
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
最
近
、
運
転
免
許
の
高
齢
者
講
習

を
受
講
し
て
き
ま
し
た
。

　

正
確
に
は
実
技
試
験
と
い
う
呼
称
で

は
な
く
、
運
転
能
力
を
観
察
す
る
だ
け

ら
し
い
で
す
が
、
当
方
に
と
っ
て
は
試

験
そ
の
も
の
。
自
分
よ
り
は
る
か
に
年

若
い
教
官
が
同
乗
し
、
自
動
車
教
習
所

（
昭
和
世
代
は
こ
う
言
い
ま
す
が
、
現
在

は
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
・
ス
ク
ー
ル
と
呼
ぶ

ら
し
い
）
の
懐
か
し
い
あ
の
箱
庭
の
よ

う
な
コ
ー
ス
を
、
生
徒
？
三
人
で
交
代

で
走
行
し
ま
す
。

　

最
初
に
運
転
し
た
お
ば
さ
ん
は
、
普

段
乗
り
慣
れ
て
い
る
車
で
は
な
い
の
で

ブ
レ
ー
キ
ン
グ
が
ぎ
く
し
ゃ
く
し
、
後

席
の
私
は
久
々
に
車
酔
い
し
そ
う
で
し

た
。
そ
の
方
、
Ｓ
字
ク
ラ
ン
ク
は
ス
ム

ー
ズ
に
い
っ
た
の
で
す
が
、
車
庫
入
れ

で
も
た
つ
い
て
何
度
も
切
り
返
し
、
と

う
と
う
イ
ラ
ッ
と
し
た
感
じ
で
ダ
ッ
シ

ュ
ボ
ー
ド
を
指
差
し
、「
バ
ッ
ク
ビ
ュ
ー

モ
ニ
タ
ー
な
い
ん
で
す
ね
！
」。
教
官
も

負
け
じ
と
、「
そ
れ
は
、
標
準
装
備
で
は

な
い
で
し
ょ
う
！
」。

　

後
席
の
私
が
、
そ
の
や
り
と
り
を
見

て
ニ
ヤ
ニ
ヤ
し
て
い
た
の
は
想
像
つ
く

で
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
前
の
二
人
の
様

子
を
十
分
に
見
て
の
私
の
番
で
し
た
が
、

半
世
紀
前
の
実
地
試
験
を
思
い
出
し
、

隣
に
教
官
を
乗
せ
て
の
運
転
は
、
緊
張

の
連
続
で
し
た
。
教
官
殿
よ
り
こ
ち
ら

の
方
が
運
転
キ
ャ
リ
ア
だ
け
は
あ
る
ん

だ
け
ど
な
ー
。

　

後
日
、
友
人
か
ら
聞
い
た
話
で
は
、

実
技
の
走
行
で
脱
輪
（
昭
和
世
代
は
こ

う
言
い
ま
す
が
、
現
在
は
コ
ー
ス
ア
ウ

ト
と
呼
ぶ
ら
し
い
）
し
て
し
ま
っ
た
け

ど
、
免
許
更
新
は
問
題
な
か
っ
た
そ
う
。

緊
張
し
て
損
し
た
。

　

今
の
教
習
所
は
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
の
一
部
か
の
よ
う
に
洗
練
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
若
者
か
団
塊
世
代
、
高
齢
者

ば
か
り
で
、
三
十
～
五
十
歳
代
が
ほ
と

ん
ど
い
な
い
異
様
な
世
界
で
し
た
。

　

話
が
本
題
か
ら
脱
輪
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
来
る
「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」

資
格
認
定
試
験
に

お
い
て
は
実
行
委

員
が
必
然
的
に
試

験
官
に
も
な
り
、

ま
た
受
験
生
に
も

な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
試
験
問
題
に

つ
い
て
は
何
度
も
検
討
を
重
ね
て
き
ま

し
た
が
、
自
ら
の
実
力
の
程
を
知
る
模

試
は
ま
だ
一
回
で
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
委
員
が
実
施
者
側
に
回

る
の
も
人
生
初
体
験
ゆ
え
、
本
番
の
時

の
対
応
に
不
安
が
残
り
ま
す
。
試
験
会

場
・
試
験
時
間
・
着
席
配
置
・
監
視
員
・

問
題
の
配
布
と
回
収
・
合
否
判
定
・
合

格
通
知
・
公
表
方
法
な
ど
、
取
り
決
め

事
項
が
次
々
現
れ
ま
す

　

ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
、
刀
剣
評
価
鑑
定

士
の
名
誉
あ
る
第
一
号
取
得
の
た
め
に
、

前
日
か
ら
の
徹
夜
組
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
わ
れ
わ
れ
委
員
も
当
然
、
刀

剣
評
価
鑑
定
士
取
得
希
望
な
わ
け
で
す

か
ら
、
公
正
を
期
し
て
、
そ
の
試
験
方

法
も
練
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

来
年
早
い
時
期
に
実
施
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
第
一
回
の
刀
剣
評
価
鑑
定
士
試
験

に
向
け
、
さ
ら
な
る
知
恵
を
出
し
合
い

難
事
業
を
成
就
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

�

（
服
部
暁
治
）

■
全
刀
商
の
活
動
　「
刀
剣
評
価
鑑
定
士
」実
行
委
員
会

資
格
認
定
試
験
の
実
施
に
向
け
て

７月３日　清水理事長と嶋田専務理事が刀剣査定のため刀剣博物館を訪問
５日　福隆美術工芸において『刀剣界』第42号・『全刀商』第27号編集委員会を開催（校

正）。出席者、綱取常務理事・正野理事・深海顧問・土子民夫氏
10日　「大刀剣市」後援依頼のため嶋田専務理事と綱取常務理事が産経新聞社を訪問
17日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加77名、出来高22,188,000円
17日　東京美術倶楽部において「大刀剣市」出店者事前説明会を開催
24日　新橋プラザビルにおいて『全刀商』第27号編集委員会を開催（校正）。出席者、

清水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・綱取常務理事・大平
理事・正野理事・瀬下理事・持田理事・深海顧問・土子氏

26・27・30日　新橋プラザビルにおいて「大刀剣市」カタログ掲載の写真撮影（刀
装・刀装具）。各日担当服部副理事長・綱取常務理事・嶋田専務理事

30・31日　大石カメラ店において「大刀剣市」カタログ掲載の写真撮影（甲冑）
８月６日　組合事務所において「大刀剣市」カタログ編集委員会を開催（ページ割

り）。出席者、嶋田専務理事・綱取常務理事・芦澤淳氏・大平将広氏・服部一隆氏・
冥賀亮典氏・遠山廣氏（同美印刷）・土子氏

23日　東京美術倶楽部において組合交換会を開催。参加47名、出来高10,107,000円
23日　東京美術倶楽部において『刀剣界』第43号編集委員会を開催（初校）。出席者、

清水理事長・伊波副理事長・服部副理事長・嶋田専務理事・佐藤常務理事・綱取常
務理事・大平理事・木村理事・正野理事・瀬下理事・冥賀理事・持田理事・土子氏

29日　清水理事長・嶋田専務理事・土子氏が「刀剣・和鉄文化を保存振興する議員
連盟」事務局長山田宏参議院議員を参議院議員会館に訪問

30日　(一社)日本甲冑武具研究保存会の棟方・大塚両氏が審査会の件につき清水理
事長を訪問

組合こよみ（平成30年７～８月）

活
動
抄
録

● 

去
る
二
月
十
七
日
の
理
事
会
に

お
い
て
、
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会
の
鑑
定
書

に
つ
い
て
発
行
の
短
縮
化
を
要

望
す
る
こ
と
決
議
さ
れ
た
た

め
、
三
月
二
十
二
日
、
同
協
会

の
酒
井
忠
久
会
長
を
清
水
理
事

長
が
訪
問
し
ま
し
た
。
酒
井
会

長
か
ら
は
「
皆
さ
ん
の
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
鋭
意
努
力
し

て
い
き
た
い
」
と
の
回
答
を
頂

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
三
月
保

存
・
特
別
保
存
審
査
（
刀
剣
）

か
ら
運
用
を
開
始
し
、
鑑
定
証
書
の
一
部

印
刷
化
に
よ
り
合
格
証
書
の
作
成
・
発
送

ま
で
の
期
間
を
短
縮
化
す
る
旨
が
『
刀
剣

美
術
』
七
月
号
に
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

● 

六
月
二
十
一
日
、
警
察
庁
の
生
活
安
全
局

生
活
安
全
企
画
課
を
清
水
理
事
長
・
服
部

副
理
事
長
・
嶋
田
専
務
理
事
が
訪
問
、
大

田
淳
犯
罪
抑
止
対
策
室
課
長
補
佐
に
面
会

し
、
当
組
合
の
第
三
十
一
期
総
会
の
議
案

書
・
決
算
書
を
提
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
際
、
古
物
営
業
法
の
改
正
や
規
制
緩
和

の
進
捗
状
況
な
ど
懇
切
丁
寧
に
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

● 

六
月
二
十
一
日
、
清
水
理
事
長
・
服
部
副
理

事
長
・
嶋
田
専
務
理
事
が
刀
剣
登
録
事
務
を

所
管
す
る
東
京
都
教
育
庁
地
域
支
援
部
（
文

化
財
保
護
担
当
）
の
石
黒
啓
一
課
長
代
理
、

新
井
剛
担
当
員
を
訪
問
し
ま
し
た
。
当
組
合

で
は
『
刀
剣
界
』
の
毎
号
で
登
録
証
に
関
す

る
諸
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

の
さ
ま
ざ
ま
な
事
例
を
刀
剣
登
録
業
務
に
少

し
で
も
役
立
て
て
ほ
し
い
と
要
望
し
て
き
ま

し
た
。

｢

大
刀
剣
市｣

事
前
説
明
会
を
開
催

　

全
国
刀
剣
商
業
協
同
組
合
主
催
の
大

刀
剣
市
が
、
今
年
も
十
一
月
十
六
日
か

ら
の
三
日
間
、
港
区
新
橋
の
東
京
美
術

倶
楽
部
で
催
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立

ち
、
七
月
十
七
日
に
出
店
者
事
前
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
三
十
一
回
目
と
な
る
大
刀
剣

市
は
、
今
で
は
世
界
一
の
刀
剣
イ
ベ
ン

ト
と
言
わ
れ
る
ま
で
に
成
長
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
歴
代
の
諸
先
輩
が
、
日

本
刀
文
化
の
発
展
と
刀
剣
商
の
地
位
向

上
を
目
指
し
一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て

き
た
ご
苦
労
の
賜
物
で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、
国
内
か
ら
は
も
と
よ
り
、
遠

く
海
外
か
ら
も
楽
し
み
に
お
越
し
い
た

だ
く
わ
け
で
す
か
ら
、
私
た
ち
も
そ
れ

に
応
え
、
事
故
が
な
い
よ
う
に
、
粗
相

が
な
い
よ
う
に
準
備
し
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。

　

出
店
者
事
前
説
明
会
は
、
本
番
で
の

ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
に
、
一
致

し
て
調
整
を
図
ろ
う
と
平
成
二
十
六
年
、

当
時
の
深
海
信
彦
理
事
長
の
発
案
で
始

ま
り
ま
し
た
。
大
刀
剣
市
の
出
展
条
件

の
一
つ
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

事
前
に
届
け
出
が
あ
る
方
を
除
き
、
ほ

ぼ
全
店
に
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
松
本
義
行
理
事
に
よ
り
出
席
の

確
認
が
行
わ
れ
、
清
水
儀
孝
理
事
長
の

挨
拶
に
続
い
て
説
明
に
移
り
ま
し
た
。

　

出
店
規
約
と
留
意
事
項
を
嶋
田
伸
夫

専
務
理
事
が
説
明
し
、
写
真
撮
影
と
図

録
制
作
に
つ
い
て
は
筆
者
が
担
当
し
、

例
年
五
回
か
ら
六
回
に
わ
た
る
編
集
会

議
に
つ
い
て
、
若
手
有
志
の
活
躍
に
よ

り
、
正
確
を
期
し
た
ス
ム
ー
ズ
で
確
実

な
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
話

し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

出
店
ブ
ー
ス
に
つ
い
て

は
嶋
田
専
務
理
事
よ
り
、

今
年
の
重
文
室
展
示
テ
ー

マ
に
つ
い
て
は
佐
藤
均
常

務
理
事
か
ら
、
新
聞
な
ど

へ
の
広
告
に
つ
い
て
は
伊

波
賢
一
副
理
事
長
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
よ
り
Ｊ
Ｃ
Ｂ
と
ア

メ
ッ
ク
ス
の
ロ
ー
ン
が
不

可
に
な
っ
た
旨
を
持
田
具

宏
理
事
が
説
明
し
ま
し
た
。

次
い
で
、
防
犯
に
つ
い
て

服
部
暁
治
副
理
事
長
が
説

明
し
、
出
店
者
か
ら
の
質
疑
応
答
の
時

間
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
総

括
と
し
て
冥
賀
吉
也
理
事
が
締
め
の
挨

拶
を
述
べ
ら
れ
、
事
前
説
明
会
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
サ
プ
ラ
イ
ズ
発
表
も
あ

り
ま
し
た
。
昨
年
度
ま
で
休
止
し
て
い

た
特
別
企
画
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
」

が
今
年
か
ら
復
活
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
で
す
。
古
物
営
業
法
が
改
正
さ
れ
、

会
場
内
で
の
査
定
と
買
い
取
り
が
公
認

さ
れ
た
た
め
で
、
お
宝
鑑
定
を
楽
し
み

に
来
館
さ
れ
る
お
客
さ
ま
に
も
朗
報
と

な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。�

（
生
野
　
正
） 事前説明会に参集した出店者の皆さん

かつて靖国神社境内での靖国刀製作に使用され
ていた金敷（金床）の話題を前号で報じたが、７月
13日、その奉納式が靖国神社で執行された。73
年ぶりの里帰りで、当社での奉納鍛錬に使用され
る可能性もある。（撮影／トム岸田）
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宮
本
恒
之
さ
ん
は
、
か
つ
て
宝
飾
の

世
界
の
人
で
し
た
。
師
匠
は
貴
金
属
装

身
具
の
分
野
で
日
本
初
の
黄
綬
褒
章
受

章
者
と
い
う
名
手
。
こ
の
先
生
に
つ
い

て
十
年
修
業
。
昨
今
、
話
題
と
言
え
ば

〇
〇
鑑
定
士
で
す
が
、
宮
本
さ
ん
は
、

厚
労
省
認
定
の
一
級
貴
金
属
宝
飾
技
能

士
、
米
国
宝
石
学
会
の
公
認
宝
石
鑑
定

師
、
貴
金
属
装
身
具
技
能
士
（
企
業
か

ら
の
依
頼
で
貴
金
属
宝
飾
品
の
マ
ス
タ

ー
モ
デ
ル
を
作
る
）
な
ど
、
数
々
の
宝

飾
関
係
の
資
格
を
お
持
ち
で
す
。

　

そ
ん
な
宮
本
さ
ん
が
刀
職
の
世
界
に

入
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
何
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。
剣
道
を
し
て
い
た

宮
本
さ
ん
は
、
も
と
も
と
刀
は
好
き
で

し
た
。
刀
剣
博
物
館
（
渋
谷
区
代
々
木
）

に
も
、
年
に
数
回
訪
れ
て
鑑
賞
す
る
な

ど
、
刀
や
拵
に
は
関
心
を
持
っ
て
お
ら

れ
ま
し
た
。
四
十
歳
を
過
ぎ
た
時
、
突

然
、
ご
自
身
の
内
な
る
声
を
聴
き
ま
し

た
。

　
「
刀
の
拵
を
作
っ
て
み
た
い
」

　

宮
本
さ
ん
は
、
お
父
様
か
ら
譲
ら
れ

た
御
刀
を
お
持
ち
で
し
た
。
そ
の
御
刀

に
御
拵
を
作
っ
て
み
た
い
と
思
わ
れ
た

の
で
す
。
宝
飾
関
係
の
技
術
を
お
持
ち

で
、
手
先
の
器
用
さ
に
は
自
信
の
あ
っ

た
宮
本
さ
ん
で
し
た
が
、
拵
の
製
作
と

な
る
と
皆
目
見
当
が
つ
き
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
、
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
に

「
刀
装
金
具
の
勉
強
を
し
た
い
の
で
す

が
」
と
問
い
合
わ
せ
て
み
た
と
こ
ろ
、

本
部
で
の
研
修
会
と
大
阪
（
現
在
は
岡

山
県
瀬
戸
内
市
）
で
講
習
会
が
あ
る
こ

と
を
知
り
ま
し
た
。
早
速
、
そ
の
年
、

本
部
と
大
阪
と
で
勉
強
会
に
参
加
し
ま

し
た
。
思
え
ば
こ
れ
が
第
一
歩
で
し
た
。

　

講
師
の
先
生
か
ら
は
「
刀
装
金
具
の

勉
強
を
始
め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
鎺

か
ら
」
と
い
う
助
言
を
さ
れ
ま
し
た
。

工
具
を
ど
う
に
か
使
い
こ
な
し
、
見
よ

う
見
ま
ね
で
鎺
を
製
作
し
た
の
で
し
た
。

　

そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
宮
本

さ
ん
は
、
日
刀
保
の
外
装
コ
ン
ク
ー
ル

に
出
品
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
三

回
目
で
初
受
賞
の
快
挙
。
そ
の
後
は
、

鎺
の
製
作
注
文
が
来
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
仕
事
を
下
さ
っ
た
新
進
気
鋭
の

刀
匠
や
研
師
の
方
々
の
、
刀
職
の
立
場

か
ら
厳
し
い
ご
指
摘
や
優
し
い
励
ま

し
、
そ
れ
に
応
え
て
仕
事
を
す
る
日
々
。

　

早
二
十
年
以
上
の
歳
月
が
経
ち
、
今

や
経
験
を
積
み
、
最
近
で
は
日
刀
保
主

催
の
研
修
会
や
講
習
会
で
講
師
の
一
人

と
し
て
、
後
進
の
指
導
に
も
当
た
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
の
ご
自
身
に
対
す
る

よ
う
に
懇
切
丁
寧
な
指
導
。
こ
れ
が
と

て
も
よ
い
刺
激
に
な
る
そ
う
で
す
。

　

ど
の
世
界
も
そ
う
で
す
が
、
職
人
の

人
生
も
勉
強
、
ま
た
勉
強
、
終
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
鎺
の
製
作
一
つ
取
っ
て

み
て
も
、
刀
の
姿
は
時
代
と
と
も
に
変

遷
し
、
ま
た
、
同
じ
刀
工
の
作
で
あ
っ

て
も
一
振
と
し
て
同
じ
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
鎺
の
製
作
に
は
そ

の
都
度
、
何
ら
か
の
苦
心
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仕
事
は
単
に
ご
自
身
の
み
で

は
完
結
し
ま
せ
ん
。
鎺
の
出
来
が
良
く

な
い
と
、
そ
の
後
を
受
け
持
つ
鞘
師
さ

ん
も
鞘
を
作
る
際
に
苦
労
す
る
か
ら
で

す
。
刀
を
生
か
し
、
し
っ
か
り
と
締
ま

り
の
あ
る
鎺
を
ど
う
や
っ
て
作
る
か
、

良
い
鞘
や
拵
を
製
作
す
る
た
め
に
は
ど

ん
な
鎺
が
良
い
の
か
。
白
銀
師
・
宮
本

恒
之
の
戦
い
の
日
々
は
こ
れ
か
ら
も
続

き
ま
す
。�

（
小
島
つ
と
む
）
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読
め
な
い
銘
文
を
ど
う
す
る
か

　

先
日
、
あ
る
刀
の
登
録
証
の
確
認
を

行
っ
た
。
東
京
都
が
昭
和
二
十
八
年
に

発
行
し
た
も
の
だ
っ
た
。

　

日
付
が
薄
く
読
み
取
り
に
く
か
っ
た

が
、
ど
う
や
ら
十
二
日
と
判
明
し
た
。

し
か
し
月
が
全
然
見
え
な
い
。
刀
の
現

物
の
茎
に
は
「
天
保
十
二
丑
仲
秋
」
と

あ
り
、
登
録
証
に
も
そ
う
書
い
て
あ
る

の
だ
が
、
原
簿
は
そ
う
で
は
な
い
と
い

う
。
干
支
は
合
っ
て
い
る
か
ら
、
天
保

十
二
以
外
は
あ
り
得
な
い
。
昭
和
二
十

八
年
当
時
の
記
載
の
間
違
い
な
の
だ
か

ら
、
直
せ
ば
い
い
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
物
確
認
が
必
要
だ
と
い
う
。

　

な
ぜ
善
意
の
第
三
者
が
、
昭
和
二
十

八
年
当
時
の
登
録
審
査
委
員
も
し
く
は

登
録
業
務
担
当
者
の
ミ
ス
の
せ
い
で
、

延
々
と
時
間
を
使
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
の
だ
ろ
う
か
。
も
っ
と
簡
便
な
方
法

は
な
い
の
だ
ろ
う
か
、
と
思
っ
た
。

　

皆
さ
ん
も
ご
存
じ
の
通
り
、
昔
の
登

録
証
の
読
み
間
違
い
、
記
載
間
違
い
と

い
う
の
は
、
実
は
と
て
も
多
い
。

　

東
京
都
の
昭
和
二
十
六
年
発
行
の
登

録
証
で
も
、
金
象
嵌
銘
を
読
み
違
え
て

い
た
。
明
ら
か
な
間
違
い
で
あ
り
、
こ

れ
は
写
真
や
コ
ピ
ー
で
十
分
確
認
で
き

る
と
思
っ
た
の
で
、「
写
真
を
お
送
り

し
ま
し
ょ
う
か
、
メ
ー
ル
で
」
と
言
っ

て
み
た
。「
検
討
し
ま
す
」
と
電
話
を

切
っ
た
担
当
者
は
、
し
ば
ら
く
し
て

「
や
は
り
正
規
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

現
物
確
認
を
受
け
て
く
だ
さ
い
」
と
連

絡
し
て
き
た
。
面
倒
く
さ
い
話
だ
。
結

局
、
所
持
者
は
「
自
分
で
持
っ
て
お
く

よ
、
そ
れ
な
ら
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
は
フ
イ
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

　

福
島
県
の
昭
和
二
十
六
年
登
録
の
脇

指
に
は
反
り
の
記
載
が
な
か
っ
た
。
も

ち
ろ
ん
偽
造
登
録
証
で
は
な
い
。
指
示

に
従
い
、
登
録
証
の
コ
ピ
ー
を
福
島
県

に
フ
ァ
ク
ス
で
送
付
し
た
。
数
分
後
、

電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。

　
「
こ
れ
は
で
す
ね
、
実
は
数
多
く
問
い

合
わ
せ
が
来
て
い
る
案
件
で
す
！　

付

箋
が
た
く
さ
ん
貼
付
さ
れ
て
い
ま
す
！

　

し
か
し
、
現
物
確
認
に
至
っ
て
お
ら

ず
、
今
日
ま
で
未
解
決
の
、
そ
う
い
う

案
件
で
す
！
」

　

い
さ
さ
か
興
奮
し
た
口
調
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
そ
う
だ
ろ
う
と
思
う
。
手
続
き

は
面
倒
だ
か
ら
。
以
前
の
所
持
者
た
ち

は
、
面
倒
く
さ
い
の
で
す
ぐ
に
転
売

し
、
手
に
し
た
人
が
同
じ
よ
う
に
問
い

合
わ
せ
て
は
「
面
倒
だ
」
と
ま
た
手
放

し
て
…
…
繰
り
返
さ
れ
た
不
毛
の
歴
史

は
容
易
に
想
像
が
つ
く
。
そ
し
て
縁
あ

っ
て
、
今
、
手
元
に
あ
る
。
ト
ラ
ン
プ

の
ジ
ョ
ー
カ
ー
さ
な
が
ら
に
。

　

冒
頭
の
登
録
証
に
つ
い
て
、
現
物
確

認
を
行
う
べ
く
、
都
庁
の
登
録
審
査
に

臨
ん
だ
。
結
果
、
訂
正
交
付
と
い
う
こ

と
に
な
っ
た
。
六
十
五
年
前
の
粗
忽
な

間
違
い
を
訂
正
で
き
た
の
だ
が
、
似
た

よ
う
な
間
違
い
の
あ
る
登
録
証
（
い
ず

れ
も
古
い
）
三
振
分
の
現
物
確
認
を
含

め
、
会
場
に
二
時
間
半
、
結
局
、
帰
社

す
る
と
出
発
し
て
か
ら
何
と
四
時
間
が

経
過
し
て
い
た
。

　

訂
正
交
付
さ
れ
た
登
録
証
を
確
認
し

た
。
す
る
と
「
お
や
？
」
と
い
う
部
分

が
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
刀
に
は
「
駒
澤

知
幾
」
な
る
武
士
の
所
持
名
が
あ
る
。

「
幾
」
と
い
う
字
が
風
変
わ
り
な
書
体

で
書
か
れ
て
い
る
で
は
な
い
か
！

　

早
速
、
事
務
担
当
者
に
尋
ね
る
と
、

登
録
審
査
委
員
と
問
答
の
後
、
次
の
よ

う
な
や
り
取
り
が
あ
っ
た
。

　

担
当
者
「
こ
れ
は
刀
の
茎
に
こ
の
よ

う
に
書
か
れ
て
お
り
、
そ
の
通
り
に
書

い
た
の
で
問
題
は
な
い
そ
う
で
す
」
と

い
う
。
そ
し
て
「
刀
鍛
冶
が
正
し
い
漢

字
を
知
ら
ず
に
銘
文
を
刻
し
た
例
も
あ

り
ま
す
し
」
と
も
い
う
。

　

刀
工
が
イ
ン
チ
キ
な
文
字
を
茎
に
刻

し
て
い
る
例
が
ま
ま
あ
る
こ
と
は
筆
者

も
知
っ
て
い
る
。
が
、
こ
の
刀
の
作
者

は
大
慶
直
胤
で
あ
る
。
刀
工
と
し
て
も

教
養
人
と
し
て
も
超
一
級
の
直
胤
が
、

文
字
を
知
ら
な
い
わ
け
が
な
い
。
そ
も

そ
も
、
こ
の
登
録
証
に
書
か
れ
た
文
字

は
常
用
漢
字
に
は
な
い
書
体
な
の
で
は

な
い
の
か
。
い
さ
さ
か
不
安
に
な
り
な

が
ら
、
再
度
尋
ね
た
。

　

私
「
で
も
、
こ
れ
で
名
義
変
更
と
か
、

海
外
に
輸
出
す
る
際
に
問
題
に
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
」

　

担
当
者
「
大
丈
夫
で
す
。
そ
の
旨
、

注
記
し
ま
す
し
」

　

帰
社
し
て
『
五
体
字
類
』
で
「
幾
」

を
引
い
た
。
毛
筆
で
記
す
場
合
、
筆
の

運
び
に
よ
り
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
体

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　

直
胤
は
達
筆
で
あ
る
。
そ
れ
は
江
川

太
郎
左
衛
門
宛
書
状
か
ら
も
明
ら
か
で

あ
る
。
そ
れ
は
筆
を
鏨た

が
ね

に
持
ち
替
え
て

も
変
わ
ら
な
い
。
そ
れ
な
の
に
「
刀
工

は
教
養
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
言
わ

ん
ば
か
り
の
言
い
草
…
…
。
直
胤
に
謝

れ
と
言
い
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

　

第
一
、
書
い
て
あ
る
通
り
に
書
い
た

と
い
う
な
ら
、
一
般
に
見
る
字
体
で
は

な
い
「
澤
」
は
、
な
ぜ
普
通
に
「
澤
」

と
書
い
た
の
か
。
そ
れ
は
「
澤
」
だ
と

わ
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば
、

「
幾
」
に
つ
い
て
も
、
正
し
い
漢
字
を

記
す
べ
き
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ

ま
り
、「
幾
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
よ

く
わ
か
ら
な
い
故
に
見
た
ま
ま
に
記
さ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
で
、
血
の
巡
り
の
悪
い
筆
者
も

よ
う
や
く
気
づ
い
た
。

　
「
銘
文
の
読
み
間
違
い
や
当
て
字
を

す
る
こ
と
は
、
未
来
永
劫
、
起
こ
り
得

る
。
現
状
の
ま
ま
で
は
」
と
。

　

文
字
の
間
違
い
、
読
み
違
い
、
記
載

ミ
ス
は
昭
和
二
十
六
年
か
ら

数
年
の
間
の
、
昔
の
登
録
審

査
委
員
の
専
売
特
許
で
は
決

し
て
な
い
の
だ
。

　

登
録
審
査
を
し
て
い
る

間
、
向
か
い
合
わ
せ
に
座
っ

て
い
れ
ば
、
測
り
間
違
い
に

つ
い
て
は
チ
ェ
ッ
ク
で
き

る
。
し
か
し
、
銘
字
が
ど
の

よ
う
に
記
さ
れ
た
か
ま
で
は

確
認
で
き
な
い
。
直
後
に
確

認
で
き
た
と
し
て
も
、
刀
に
つ
い
て
の

知
識
が
あ
ま
り
な
い
人
で
あ
れ
ば
（
た

ま
た
ま
家
か
ら
刀
が
出
て
き
て
登
録
に

来
た
人
の
多
く
は
そ
う
だ
ろ
う
）、
何

が
ど
う
間
違
い
な
の
か
、
全
く
わ
か
ら

な
い
だ
ろ
う
。
わ
か
ら
な
い
ま
ま
売
却

し
、
間
違
い
が
あ
る
こ
と
が
問
題
に
な

っ
て
転
売
さ
れ
、
さ
ら
に
ま
た
転
売
さ

れ
、
転
売
さ
れ
、
転
売
さ
れ
…
…
誰
か

が
現
物
確
認
に
赴
い
て
何
時
間
も
待
た

さ
れ
る
。
登
録
審
査
と
登
録
証
発
行
を

め
ぐ
っ
て
は
、
本
質
的
な
問
題
は
何
も

変
わ
っ
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
面
倒
な
現
物
確
認
を
経
な

い
で
登
録
証
が
訂
正
交
付
さ
れ
た
例
を

一
つ
上
げ
よ
う
。
茨
城
県
が
発
行
し
た

登
録
証
に
関
す
る
事
例
で
あ
る
。

　

登
録
証
は
干
支
と
秋
と
い
う
字
を
読

み
違
え
て
い
た
。
特
に
秋
は
「
穐
」
と

い
う
特
殊
な
書
体
で
あ
っ
た
の
で
、
無

理
も
な
い
気
が
し
た
。
現
物
確
認
だ
ろ

う
な
あ
、
と
思
っ
た
ら
、
そ
う
は
な
ら

な
か
っ
た
。
手
元
の
写
真
資
料
と
照
合

す
る
、
と
い
う
の
だ
。
つ
い
て
は
、
登

録
証
の
コ
ピ
ー
に
、
ど
こ
が
間
違
っ
て

い
る
の
か
を
書
い
て
送
っ
て
く
だ
さ
い

と
い
う
の
で
、
当
方
は
秋
の
字
の
辞
典

の
コ
ピ
ー
も
添
え
て
送
付
し
た
。

　

す
る
と
、
速
や
か
に
登
録
証
を
訂
正

交
付
し
て
く
れ
た
。
お
か
げ
で
本
当
に

助
か
っ
た
。
何
よ
り
こ
ち
ら
を
善
意
で

あ
る
と
信
じ
て
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か

っ
た
。
一
体
、
ど
ん
な
顔
の
人
だ
ろ

う
。
会
っ
て
直
接
お
礼
が
言
い
た
い
気

持
ち
に
な
っ
た
。

　

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
で
写
真
を
撮
り
、

送
信
す
る
こ
と
も
可
能
な
世
の
中
で
あ

る
。
改
善
す
る
べ
き
は
改
善
し
て
、
お

互
い
、
い
い
顔
で
、
気
分
良
く
お
仕
事

を
し
ま
し
ょ
う
よ
！

�

（
登
録
証
問
題
研
究
会
）

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る

｢

登
録
証
問
題｣

を
考
え
る


『五体字類』
（西東書房）より

登録証部分拡大
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編

富
士
山
一
周

の
ち
空
振
り

　

今
日
の
俺
の
行
き
先
よ
り
も
ま
ず
、

今
、
俺
の
走
っ
て
い
る
場
所
を
お
知
ら

せ
す
る
と
、
青
木
ヶ
原
樹
海
。
別
に
こ

の
世
を
は
か
な
ん
で
こ
こ
に
来
た
わ
け

で
は
な
い
。

　

樹
海
を
切
り
裂
く
鳴
沢
富
士
宮
線
と

い
う
道
路
で
速
度
を
上
げ
て
い
く
。
一

年
に
一
度
の
富
士
山
一
周
の
サ
イ
ク
リ

ン
グ
に
仲
間
と
来
た
後
に
、
こ
の
道
の

先
、
人
穴
地
区
で
作
刀
に
励
む
内
田
義

基
刀
匠
を
訪
ね
る
予
定
だ
。

　

こ
の
富
士
山
の
周
り
に
居
を
構
え
る

自
転
車
競
技
関
係
者
も
多
い
。
ツ
ー

ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
を
初
め
て
走
っ
た

日
本
人
、
今
中
大
介
氏
は
引
退
後
、
甲

府
で
会
社
を
設
立
。
同
じ
く
プ
ロ
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
山
本

雅
道
氏
は
奥
様
の
元
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選

手
、
益
子
直
美
さ
ん
と
河
口
湖
に
居

住
。
わ
れ
わ
れ
ア
マ
チ
ュ
ア
の
星
、
常

に
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
で
上
位
に
入
る
写
真

家
の
阿
部
ち
ひ
ろ
氏
は
こ
の
鳴
沢
と
か
。

辻
堂
編
で
語
っ
た
リ
シ
ャ
ー
ル
・
ビ
ラ

ン
ク
選
手
が
モ
ン
ヴ
ァ
ン
ト
ゥ
ー
を
制

し
た
と
き
の
車
両
を
所
有
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
自
動
車
雑
誌
で
知
ら
れ
た
氏

の
華
麗
な
仕
事
だ
が
、
地
元
を
写
し
た

写
真
集
「
ア
オ
キ
ガ
ハ
ラ
」
は
自
然
の

中
で
孤
独
な
死
を
選
ん
だ
人
々
と
向
き

合
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
内
容
で
氏
の
新

た
な
姿
勢
を
知
ら
し
め
た
。
そ
し
て
こ

の
内
田
刀
匠
も
自
転
車
競
技
者
で
あ
っ

た
と
『
刀
剣
界
』
は
伝
え
た
は
ず
だ
。かつて競技者だった内田義基さん（左）

　

近
く
ま
で
来
て
、
ナ
ビ
に
出
な
い
氏

の
鍛
錬
場
を
携
帯
で
見
つ
け
よ
う
と
し

て
充
電
状
態
が
風
前
の
灯
な
の
を
知
る
。

そ
う
い
え
ば
今
日
に
な
り
、
頻
繁
だ
っ

た
氏
か
ら
一
通
の
メ
ー
ル
も
な
い
こ
と

が
気
に
な
る
。
自
分
で
見
つ
け
る
し
か

な
く
な
っ
た
氏
の
職
場
は
、
林
道
と
い

う
林
道
を
す
べ
て
入
っ
て
も
見
つ
か
ら

な
い
。
河
岸
を
変
え
る
よ
う
に
し
て
ず

っ
と
先
で
「
富
士
日
本
刀
鍛
錬
所
」
の

小
さ
な
立
札
を
見
つ
け
ホ
ッ
と
し
た
の

も
束
の
間
、
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
自
転
車
で

来
な
く
て
正
解
、
オ
フ
ロ
ー
ド
が
か
な

り
続
く
。
何
と
し
て
で
も
こ
こ
ま
で
来

た
ら
と
、
小
径
を
Ｕ
タ

ー
ン
。
や
っ
と
見
つ
か

る
も
、
不
吉
な
予
感
は

的
中
、
不
在
だ
！

　

俺
も
悪
い
の
だ
。
三

時
半
に
着
く
予
定
を
二

時
間
遅
延
し
た
。
か
つ

て
実
業
団
登
録
選
手
を

含
み
、
レ
ー
ス
巧
者
、

健
脚
だ
っ
た
仲
間
は
全

員
五
十
代
と
六
十
代
、

若
か
っ
た
こ
ろ
と
同
じ

速
度
で
富
士
山
を
周
回

で
き
る
と
思
う
の
は
大

間
違
い
。

　

組
合
の
名
刺
を
鍛
錬

場
の
扉
に
は
さ
ん
で
い
る
時
だ
っ
た
。

ガ
サ
ッ
、ゴ
ソ
ッ
と
藪
か
ら
音
が
す
る
。

鳥
た
ち
の
く
ち
ば
し
か
ら
の
落
と
し
物

だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
小
動
物
？　

陽

は
林
の
中
に
落
ち
夕
闇
を
待
つ
ば
か
り

だ
。
こ
ん
な
時
に
思
い
出
し
た
く
な
い

阿
部
ち
ひ
ろ
氏
の
「
ア
オ
キ
ガ
ハ
ラ
」

の
写
真
を
思
い
出
す
。

　

来
る
と
き
、
道
路
横
の
大
木
の
幹
に

巻
か
れ
た
赤
い
ビ
ニ
ー
ル
紐
を
見
た
が
、

何
の
目
印
だ
ろ
う
か
。

　

実
話
ホ
ラ
ー
集
で
読
ん
だ
話
は
こ
う

だ
。
不
況
に
あ
え
ぐ
タ
ク
シ
ー
運
転
手

が
上
客
を
拾
う
。
夜
の
都
内
か
ら
鳴
沢

ま
で
乗
せ
た
美
し
い
女
性
、
樹
海
の
中

で
降
車
す
る
意
味
に
気
づ
か
な
か
っ
た

が
、
や
が
て
身
の
回
り
に
恐
ろ
し
い
出

来
事
が
起
こ
り
始
め
る
…
…
。

　

俺
は
一
目
散
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
道

ま
で
車
を
走
ら
せ
た
。
や
っ
と
そ
の
時

内
田
刀
匠
と
連
絡
が
つ
く
。
何
で
も
、

か
な
り
よ
ん
ど
こ
ろ
な
い
事
情
で
実
家

に
戻
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
電
話
の
向

こ
う
で
詫
び
て
い
る
。
遅
れ
た
自
分
も

悪
い
と
伝
え
、
自
転
車
の
話
を
必
ず
し

よ
う
と
初
顔
合
わ
せ
を
誓
い
合
っ
た
と

こ
ろ
で
、
電
話
の
力
が
尽
き
た
。
来
年

は
一
緒
に
走
れ
る
と
い
い
な
。

　

五
十
代
最
後
の
年
で
最
終
回
に
し
た

い
健
脚
商
売
だ
っ
た
が
、
一
年
は
延
び

て
し
ま
っ
た
～
。
川
島
貴
敏
元
副
理
事

長
の
座
右
の
銘
は
「
中
年
に
な
っ
て
も

心
は
少
年
の
ま
ま
」
だ
っ
た
が
、
俺
は

「
お
化
け
が
怖
い
う
ち
は
心
が
子
供
の

ま
ま
」
―
こ
ん
な
座
右
の
銘
は
悲
し
す

ぎ
る
。�

（
綱
取
譲
一
）

児
玉
党
の
ル
ー
ツ
は
今…

23第 回

●
埼
玉
県
本
庄
市
児
玉
町

木
村 

義
治

児
玉
党
の
ル
ー
ツ
は
今…

た
奥
州
藤
原
氏
討
伐
な
ど
に
武
功
を
立

て
、
さ
ら
に
蒙
古
襲
来
に
備
え
て
鎌
倉

幕
府
の
命
に
よ
り
安
芸
国
や
肥
後
国
に

ま
で
及
び
、
土
着
し
て
い
く
。

　

児
玉
党
の
一
族
の
多
く
は
こ
の
よ
う

に
し
て
関
西
や
東
北
の
新
地
へ
移
住
し

て
い
っ
た
も
の
で
、
日
本
各
地
の
児
玉

姓
は
、
も
と
も
と
は
児
玉
党
の
子
孫
で

あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
そ
し
て
南
北
朝

の
動
乱
の
中
で
、
児
玉
党
一
族
は
時
代

の
表
舞
台
か
ら
去
り
、
闇
の
中
へ
と
消

え
て
い
っ
た
。

　

戦
国
時
代
、
こ
の
一
帯
を
支
配
し
て

い
た
山
内
上
杉
が
児
玉
町
八
幡
山
に
雉

岡
城
を
築
い
て
拠
点
と
し
た
が
、
そ
の

後
、
北
条
の
侵
攻
、
そ
し
て
秀
吉
軍
の

前
田
利
家
・
上
杉
景
勝
四
万
の
兵
に
攻

め
ら
れ
、
雉
岡
城
は
落
城
し
た
。

　

わ
が
児
玉
町
は
元
は
児
玉
郡
児
玉
町

で
あ
っ
た
が
、
平
成
十
八
年
に
本
庄
市

と
合
併
し
、
本
庄
市
児
玉
町
と
な
っ
た
。

　

わ
が
ふ
る
さ
と
児
玉
町
は
武
蔵
国
の

最
北
端
に
当
た
る
。
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
の
武
蔵
国
一
帯

に
は
武
蔵
七
党
と
呼
ば
れ
る
武
士
団
が

跋ば
つ

扈こ

し
て
い
た
が
、
そ
の
中
で
最
も
勢

力
を
誇
っ
た
の
が
児
玉
地
域
を
本
拠
と

す
る
児
玉
党
で
あ
っ
た
。

　

児
玉
党
は
源
平
合
戦
で
源
氏
に
つ
き
、

一
ノ
谷
の
戦
い
や
壇
ノ
浦
の
合
戦
、
ま

今は桜の名所となっている雉岡城跡

明
珍
作
海
老
自
在
置
物

�

土
肥
豊
久

　

明
珍
は
甲
冑
師
の
一
族
で
、
中
で
も

室
町
末
期
の
信
家
は
日
本
最
高
の
甲
冑

師
と
目
さ
れ
て
い
る
。
主
に
関
東
で
活

躍
し
た
が
、
江
戸
時
代
以
降
は
全
国
に

分
布
し
、
甲
冑
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
鐔
や
馬
具
な
ど
も
製
作

し
た
。

　

江
戸
も
後
期
に
な
る
と
太
平

の
世
の
中
と
な
り
、
先
細
る
甲

冑
の
需
要
に
対
応
し
て
、
火

箸
や
風
鈴
な
ど
を
製
作
し
た
。

自
在
の
置
物
も
そ
の
一
つ
で
、

蛇
・
龍
・
虫
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

自
在
が
作
ら
れ
て
い
る
。
特
に

明
治
時
代
以
降
は
輸
出
用
に

と
、
よ
り
写
実
的
で
精
巧
な
作

品
が
作
ら
れ
た
。

　

こ
の
海
老
の
自
在
は
明
治
時

代
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で
、
胴

体
・
髭
・
足
な
ど
が
自
在
に
動

き
、
鉄
味
も
良
く
、
在
銘
の
珍

品
で
あ
る
。
今
に
も
動
き
出
し
そ
う
な

そ
の
出
来
は
さ
す
が
明
珍
の
一
言
で
あ

る
。

　

自
在
の
細
か
い
仕
事
は
、
国
内
の
み

な
ら
ず
海
外
で
も
評
価
さ
れ
る
、
日
本

の
職
人
芸
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

逸
品

前号で紹介した（公財）日本美術刀剣保存協会（酒井忠久
会長）の2018年度「現代刀職展」は刀剣博物館で開催中
だが（詳細は ｢催事情報｣）、開会に先立って７月13日、表
彰式が挙行された。写真は各部門の特賞受賞者の皆さん。

（撮影／トム岸田）

柏
樹
に
蟬
図
小
柄

銘 

如
柳
軒
政
長
（
花
押
）　

長
さ
九･

九
㎝　

幅
一･

五
㎝

�

瀬
下
　
明

の
間
に
三
、
四
回
脱
皮
す
る
。
気
温
の

上
が
っ
た
夏
の
夜
に
這
い
出
て
き
て
孵

化
し
、
朝
ま
で
に
羽
を
乾
か
し
、
飛
び

立
っ
て
い
く
。
鳴
く
の
は
二
、
三
日
後

か
ら
。
か
つ
て
は
地
上
に
出
て
一
週
間

の
は
か
な
い
命
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、

今
で
は
地
上
生
活
一
カ
月
が
定
説
で
あ

る
と
い
う
。

　

作
者
の
菊
池
政
長
は
水
戸
に
生
ま
れ
、

江
戸
に
て
金
工
修
業
、
後
に
下
野
国
・

田
沼
一
瓶
塚
稲
荷
付
近
に
住
す
。
刀
剣

の
拵
・
刀
装
金
具
を
製
作
。
如
柳
軒
と

号
し
た
。
江
戸
金
工
の
名
手
・
菊
池
序つ

ぐ

克よ
し

は
有
縁
の
者
で
あ
る
。

　

画
題
の
蟬
は
、
幼
虫
が
木
の
根
か
ら

栄
養
を
吸
収
し
て
成
長
す
る
が
、
そ
の

地
中
生
活
は
二
～
十
五
年
と
い
う
。
そ
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特
別
展「
筑
前
左
文
字
の
名
刀
」に
寄
せ
て

 

ふ
く
や
ま
美
術
館
学
芸
員　

高
橋 

哲
也

特別寄稿
　

九
州
北
部
に
位
置
す
る
筑
前
国
（
現

在
の
福
岡
県
北
西
部
）
は
、
古
代
に
は

外
交
・
防
衛
な
ら
び
に
九
州
全
域
の
統

括
を
担
う
行
政
機
関
と
し
て
大
宰
府
が

設
置
さ
れ
、
二
度
に
わ
た
る
蒙
古
襲
来

を
経
験
し
た
中
世
に
は
、
鎮
西
探
題
や

九
州
探
題
が
こ
の
地
に
置
か
れ
ま
し

た
。
筑
前
国
は
対
外
交
流
の
拠
点
、
ま

た
国
防
の
最
前
線
と
し
て
地
理
的
・
政

治
的
に
重
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
窺
え

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
地
に
刀
剣
製
作
を

行
う
鍛
冶
が
現
れ
た
こ
と
は
、
必
然
で

あ
っ
た
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

筑
前
鍛
冶
は
、
鎌
倉
時
代
後
期
に
遡

る
良
西
を
事
実
上
の
祖
と
し
て
西
蓮
、

実
阿
と
連
な
り
、
西
蓮
の
同
門
に
は
永

仁
三
年
（
一
二
九
五
）・
同
五
年
紀
の

太
刀
が
遺
っ
て
お
り
、
安
芸
国
で
も
作

刀
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
入
西
も
存
在

し
ま
す
。
彼
ら
の
作
刀
の
多
く
は
、
板

目
が
流
れ
て
か
な
色
が
黒
み
を
帯
び
、

あ
る
い
は
白
け
た
地
鉄
に
匂
口
の
う
る

ん
だ
直
刃
調
の
刃
文
を
焼
く
と
い
う
、

古
九
州
物
一
般
に
共
通
す
る
鄙ひ

な

び
た
作

風
が
特
徴
で
す
。

　

実
阿
の
子
と
伝
わ
る
左
文
字
も
、
初

期
に
は
父
祖
以
来
の
伝
統
を
踏
襲
し
た

短
刀
を
遺
し
て
い
ま
す
が
、
あ
る
時
作

風
を
一
変
さ
せ
、
板
目
が
よ
く
詰
ん
だ

地
鉄
に
の
た
れ
を
主
調
と
し
た
刃
文
を

焼
き
、
地
刃
と
も
に
明
る
く
冴
え
て
垢

抜
け
た
作
風
へ
と
劇
的
な
変
化
を
遂
げ

た
の
で
す
。

　

そ
の
門
下
か
ら
は
安
吉
、
行
弘
、
吉

貞
ら
に
代
表
さ
れ
る
優
れ
た
弟
子
を
輩

出
し
て
師
風
を
継
承
し
、
南
北
朝
時
代

に
筑
前
鍛
冶
は
大
い
に
隆
盛
し
ま
し

た
。
門
人
た
ち
も
師
と
同
様
に
太
刀
の

作
例
は
わ
ず
か
で
、
現
存
す
る
作
品
の

ほ
と
ん
ど
が
短
刀
で
す
が
、
そ
の
中
に

は
左
文
字
を
彷
彿
と
さ
せ
る
観
応
元
年

（
一
三
五
〇
）
紀
の
行
弘
の
短
刀
（
国

宝
・
土
浦
市
博
物
館
蔵
）
を
は
じ
め
、

『
享
保
名
物
帳
』
に
所
載
さ
れ
る
加
賀

前
田
家
伝
来
の
《
一
柳
安
吉
》（
重

文
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）、《
日
置
安

吉
》（
重
文
・
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
な
ど
、

日
本
刀
剣
史
に
お
け
る
重
要
な
作
品
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
展
覧
会
は
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
と

刀
剣
博
物
館
の
共
同
企
画
に
よ
り
、
左

文
字
の
最
高
傑
作
で
あ
る
国
宝
《
太
閤

左
文
字
》
と
《
江
雪
左
文
字
》（
小
松

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
を
筆
頭
と
す
る
左
文

字
と
そ
の
一
門
の
作
品
を
展
観
し
、
鎌

倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
黄
金

時
代
を
築
い
た
筑
前
鍛
冶
の
伝
統
と
革

新
の
様
相
に
迫
ろ
う
と
い
う
初
め
て
の

試
み
で
す
。

　

全
国
の
美
術
館
・
博
物
館
、
神
社
、

個
人
所
蔵
家
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
十
三
口
、

重
要
美
術
品
八
口
を
含
む
計
四
十
七
口

の
名
刀
が
集
い
ま
す
。
中
世
の
九
州
に

開
花
し
た
日
本
刀
の
精
髄
を
、
ぜ
ひ
ご

堪
能
く
だ
さ
い
。

特
別
展
「
筑
前
左
文
字
の
名
刀
」

■ 

ふ
く
や
ま
美
術
館　

平
成
30
年
11
月
11
日
㈰
～
12
月
９
日
㈰　

〒
７
２
０-

０
０
６
７ 

広
島
県
福
山
市
西
町
２-

４-

３　

☎
０
８
４

-

９
３
２-

２
３
４
５　

http://www.city.fukuyam
a.hiroshim

a.jp/site/fukuyam
a-m

useum
/

■ 

刀
剣
博
物
館　

平
成
31
年
１
月
12
日
㈯
～
２
月
11
日
㈪　

〒
１
３
０-

０
０
１
５ 

東
京
都
墨
田
区
横
網
１-

12-

９　

☎
０
３-

６
２

８
４-

１
０
０
０　

https://www.touken.or.jp/m
useum

/

太
刀　

銘 

筑
州
住
左
（
江
雪
左
文
字
）

短
刀  

銘 

左
／
筑
州
住
（
太
閤
左
文
字
）

▼
出
品
目
録

26 25 24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11　
第
二
章
　
左
文
字
の
名
刀

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1　
第
一
章
　
筑
前
鍛
冶
の
先
達

№
▪▪ ◎ ◎▪◉○▪◉◎◎○○▪ ◎○ ▪◎□○◎▪▪ 指定
短
刀　

銘 

左
安
吉

刀　

無
銘 

伝
左
文
字

刀　

金
象
嵌
銘 

本
阿
（
花
押
）
／
左

刀　

金
象
嵌
銘 

永
禄
三
年
五
月
十
九
日
義
元
討
捕
刻
彼
所
持
刀

　
　
　
　
　

 　
織
田
尾
張
守
信
長
（
名
物
義
元
左
文
字
）

刀　

無
銘 

伝
左
文
字

太
刀　

銘 

筑
州
（
以
下
切
）（
伝
左
文
字
）

太
刀　

銘 

筑
州
住
左
（
江
雪
左
文
字
）

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

左

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住
（
太
閤
左
文
字
）

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

左
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

左
（
弾
正
左
文
字
）

短
刀　

銘 

左

太
刀　

銘 

元
弘
三
年
六
月
一
日　

実
阿
作

太
刀　

銘 

実
阿
作

短
刀　

銘 

実
阿

刀　

無
銘 

西
蓮

太
刀　

銘 

談
議
所
西
蓮

太
刀　

銘 

西
蓮

短
刀　

銘 

西
蓮

短
刀　

銘 

国
吉

太
刀　

銘 

安
芸
国
入
西
／
永
仁
三
年
六
月
日

短
刀　

銘 

良
西

作
品
名

53 52 51 50 49 48　
参
考
資
料

47 46 45 44 43 42 41 40 39 38 37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27　
第
三
章
　
左
の
門
流

○ ▪ ◎○ ○▪▪▪▪□◉ ▪▪○◎◎◎ □
名
物
牒　

弘
化
二
年
（
一
八
四
五
）
写
本

古
今
銘
尽　

慶
長
十
二
年
（
一
六
〇
七
）
奥
書

解
紛
記

元
亀
本
銘
尽　

元
亀
元
年
（
一
五
七
〇
）
奥
書

正
銘
尽
（
能
阿
弥
本
）　

文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
奥
書

刀
絵
図
（
埋
忠
寿
斎
本
）　

元
和
元
年
（
一
六
一
五
）
奥
書    

短
刀　

銘 

貞
国
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

筑
州
住
国
弘
作
／
正
平
十
二
年
二
月
吉
日

短
刀　

銘 

国
弘
作

刀　

無
銘 

弘
行

短
刀　

銘 

筑
州
住
弘
安
／
正
平
廿
□
年
十
一
月
日

刀　

金
象
嵌
銘 

吉
貞　

本
阿
（
花
押
）

太
刀　

銘 

物
部
吉
貞

太
刀　

銘 

吉
貞

脇
指　

銘 

主
長
政　

吉
貞
作
／
正
平
十
三
年
九
月
日

短
刀　

銘 

吉
貞

短
刀　

銘 

筑
州
住
行
末
／
文
和
二
二
年
二
月
日

短
刀　

銘 

筑
州
住
行
弘
／
観
応
元
年
八
月
日

短
刀　

銘 

行
弘
／
筑
州
住

短
刀　

銘 

筑
州
住
左
（
行
弘
）

太
刀　

銘 

吉
弘

短
刀　

銘 

長
州
住
安
吉
／
正
平
十
七　

八
月
日

短
刀　

銘 

左
安
吉
作
／
正
平
十
二
年
二
月
日

短
刀　

銘 

左
安
吉
（
名
物
一
柳
安
吉
）

短
刀　

銘 

安
吉
（
名
物
日
置
安
吉
）

短
刀　

銘 

安
吉

短
刀　

銘 

左
（
安
吉
）

＊
№
23・30
は
ふ
く
や
ま
美
術
館
の
み　
＊
№
24
は
刀
剣
博
物
館
の
み
の
展
示
と
な
り
ま
す
。

◉
国
宝　

◎
重
要
文
化
財　

○
重
要
美
術
品　

▪
特
別
重
要
刀
剣　

□
重
要
刀
剣

（
特
別
重
要
刀
剣
、
重
要
刀
剣
は
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
が
指
定
し
て
い
る
も
の
で
す
）

修
を
受
講
し
ま
し
た
。
昨
年
の
講
習
最

終
日
に
課
題
を
与
え
ら
れ
、
今
年
の
講

習
で
そ
れ
を
評
価
し
て
い
た
だ
く
と
い

う
も
の
で
す
。
今
年
の
講
習
は
、
そ
の

良
く
な
い
工
程
を
再
度
基
本
か
ら
教
え

て
い
た
だ
く
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
修
目
的
が
明
確
に
な
り
、
そ
の
技

術
を
基
本
か
ら
確
実
に
教
え
て
い
た
だ

き
、
ま
た
道
具
や
材
料
の
不
備
な
ど
も

十
分
に
援
助
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
、

大
変
充
実
し
た
三
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

他
の
刀
職
の
方
々
か
ら
の
助
言
を
受

け
、
関
連
性
の
重
要
性
な
ど
も
実
際
に

体
験
で
き
、
本
当
の
意
味
で
の
技
術
研

修
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

�

（
大
平
善
之
）

〈
白
銀
部
門
〉

　

今
回
の
刀
職
者
実
技
研
修
会
は
、
新

た
に
講
師
に
な
ら
れ
た
方
々
も
加
わ
り
、

部
門
に
よ
っ
て
は
、
従
来
の
内
容
の
濃

白
銀
・
鞘
部
門
に
続
き
、
今
年
は
研
磨

部
門
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
も
丁
寧

に
詳
し
く
教
え
て
い
た
だ
き
、
お
か
げ

さ
ま
で
作
品
が
完
成
し
ま
し
た
！

　

私
に
と
っ
て
謎
多
き
研
磨
で
し
た
が
、

研
師
の
方
々
と
お
話
が
で
き
た
こ
と
、

講
師
の
ご
指
導
の
下
、
自
ら
工
程
を
追

っ
て
研
磨
し
た
こ
と
で
、
疑
問
が
少
し

解
け
ま
し
た
。
貴
重
な
経
験
で
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
で
、
焼
き
入
れ
か
ら
一

通
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
ま

で
と
は
違
っ
た
角
度
か
ら
刀
剣
の
鑑
賞

を
す
る
よ
う
に
な
り
、
私
自
身
成
長
し

た
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
教
え
て
い
た

だ
い
た
講
師
の
先
生
方
、
一
緒
に
研
修

し
た
皆
々
さ
ま
、
お
世
話
に
な
り
ま
し

た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。�

（
下
村
容
子
）

〈
白
鞘
部
門
〉

　

私
は
昨
年
に
続
き
、
白
鞘
の
技
術
研

　

ま
た
各
部
門
の
専
門
家
が
揃
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
会
期
中
、
日
本
刀
に
関
す

る
相
談
が
連
日
あ
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
刀
職
入
門
希
望
者
の
体
験

も
場
と
し
て
も
活
用
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
恒
例
の
「
小
刀
造
り
体
験
」

イ
ベ
ン
ト
は
、
応
募
者
多
数
で
抽
選
と

な
り
ま
し
た
が
、
二
日
コ
ー
ス
で
二
回

実
施
し
、
合
わ
せ
て
二
十
名
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
、
各
部
門
研
修
参
加
者
の
感
想

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
研
磨
部
門
〉

　

数
年
前
に
作
っ
た
小
柄
小
刀
を
仕
上

げ
る
こ
と
を
目
標
に
、
昨
年
度
ま
で
の

　

公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協

会
（
本
阿
彌
光
洲
理
事
長
）
で
は
第
十

一
回
「
刀
職
者
実
技
研
修
会
」
を
、
長

野
県
・
坂
城
町
鉄
の
展
示
館
に
お
い
て

八
月
二
十
四
～
二
十
六
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

経
済
産
業
省
・
文
化
庁
の
後
援
を
頂

い
て
い
る
第
九
回
「
新
作
日
本
刀
・
研

磨
・
外
装
・
刀
職
技
術
者
展
覧
会
」
に

合
わ
せ
て
展
覧
会
最
後
の
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
、
遠
方
か
ら
も

多
く
の
ご
来
館
が
あ
り
ま
し
た
。

　

刀
職
者
実
技
研
修
会
は
専
門
職
の
研

修
の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
一
般
に
公

開
し
、
研
修
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
範
囲

で
仕
事
体
験
の
場
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

い
研
修
に
加
え
新
鮮
な
空
気
が
入
っ
て

き
た
こ
と
で
、
よ
り
良
い
雰
囲
気
も
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

｢

刀
に
携
わ
る
こ
と
が
好
き
で
好
き
で

た
ま
ら
な
い
」
と
笑
顔
で
言
わ
れ
る
受

講
生
の
方
々
と
話
が
で
き
た
こ
と
、
そ

の
方
々
が
熱
心
に
教
わ
っ
て
い
る
姿
を

見
て
初
心
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
今
年

は
体
調
を
崩
し
て
い
ま
し
た
が
、
早
く

回
復
し
て
来
年
は
、
皆
さ
ん
と
同
じ
気

持
ち
で
研
修
に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま

す
。�

（
平
田
　
実
）

〈
柄
巻
き
部
門
〉

　

昨
年
は
病
気
（
橈と

う

骨こ
つ

神
経
麻
痺
）
に

か
か
っ
て
し
ま
い
、
一
日
だ
け
見
学
と

な
り
ま
し
た
の
で
、
実
際
の
参
加
は
二

年
ぶ
り
で
し
た
。
思
っ
た
よ
り
病
気
が

長
引
き
、
約
八
カ
月
間
、
柄
巻
き
が
で

き
ず
に
い
た
の
で
不
安
で
し
た
が
、
い

ざ
始
め
て
み
る
と
意
外
に
体
が
覚
え
て

い
て
く
れ
て
い
た
の
で
安
心
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
は
捻
り
巻
き
だ
け
だ
っ
た
の

で
、
今
年
か
ら
摘
み
巻
き
を
習
得
し
よ

う
と
見
様
見
真
似
で
や
っ
て
み
ま
し
た

が
、
う
ま
く
い
き
ま
せ
ん
。
今
回
、
岡

部
先
生
に
と
て
も
丁
寧
に
ご
指
導
い
た

だ
き
、
ま
だ
ま
だ
で
す
が
何
と
な
く
コ

ツ
を
つ
か
め
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

先
生
が
師
匠
か
ら
遺
品
と
し
て
受
け

継
い
だ
頭
金
具
の
鵐し

と
ど
め目
を
拝
見
し
ま
し

た
が
、
鵐
目
一
つ
取
っ
て
も
昔
の
仕
事

の
丁
寧
さ
が
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

受
講
生
同
士
の
交
流
も
あ
り
、
非
常

に
有
意
義
な
三
日
間
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
を
作
っ
て
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
、
講
師
の
先

生
方
に
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
黒
田
　
勉
）

今回の研修生の皆さんと講師陣

｢

刀
職
者
実
技
研
修
会｣
を
開
催

■
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
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江
川
太
郎
左
衛
門
の
魅
力
を
描
く

　『
英
龍
伝
』　
佐
々
木 

譲 

著　

毎
日
新
聞
出
版　

定
価
（
本
体
一八
〇
〇
円
＋
税
）

乱
世
に
生
き
た
武
将
た
ち
の
浮
き
沈
み

　『
敗
れ
ど
も
負
け
ず
』　
武
内 

涼 

著　

新
潮
社　

一
七
二
八
円
（
税
込
）

　

直
木
賞
作
家
・
佐
々
木
譲
氏
の
小
説

『
英
龍
伝
』
は
、
豆
州
韮に

ら

山や
ま

の
世
襲
代

官
・
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
の
一
代
記

で
あ
る
。

　

今
や
韮
山
の
反
射
炉
は
世
界
遺
産
と

な
っ
て
、
多
く
の
人
が
訪
れ
る
観
光
の

名
所
で
あ
る
。
江
川
塾
が
重
要
文
化
財

指
定
の
江
川
邸
内
に
再
現
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
佐
久
間
象
山
・
黒
田
清
隆
・

井
上
馨
・
大
鳥
圭
介
ら
、
諸
藩
の
若
者

が
西
洋
砲
術
・
兵
法
を
学
ん
だ
。
す
べ

て
は
欧
米
列
強
の
脅
威
か
ら
わ
が
国
を

守
る
た
め
に
。
英
龍
は
若
者
た
ち
に
、

講
義
と
実
技
講
習
の
か
た
わ
ら
、
野
山

で
の
足
腰
の
鍛
錬
と
実
戦
的
な
感
覚
の

養
成
を
目
的
に
、
盛
ん
に
狩
猟
を
行
っ

た
。
薫
陶
を
受
け
た
若
者
た
ち
は
、
お

の
お
の
出
身
母
体
に
帰
参
し
、
軍
事
司

令
官
と
し
て
活
躍
。
気
骨
の
人
、
江
川

太
郎
左
衛
門
の
魅
力
あ
る
人
物
像
が
見

事
に
描
か
れ
て
い
る
。

　

小
説
の
処
々
に
、
わ
れ
わ
れ
の
よ
く

知
る
刀
工
美
濃
兵
衛
が
登
場
す
る
。
大

慶
直
胤
で
あ
る
。
筆
者
は
以
前
、
英

龍
と
直
胤
の
交
流
に
つ
い
て
の
論
考

を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
（『
刀
剣
美

術
』
七
〇
七
・
七
〇
八
号
）。
故
に
興

味
津
々
で
あ
る
。

　

作
中
、
こ
ん
な
場
面
が
あ
っ
た
。

　

英
龍
「
韮
山
代
官
所
の
鍛
冶
場
を
覚

え
て
い
ま
す
か
」

　

美
濃
兵
衛
「
も
ち
ろ
ん
だ
。
あ
ん
た

に
刀
を
打
た
せ
て
や
っ
た
な
」

　

天
保
七
年
（
一
八
三
六
）
に
、
鉄
の

こ
と
を
も
っ
と
知
り
た
い
英
龍
が
、
美

濃
兵
衛
（
佐
々
木
氏
は
、
な
ぜ
か
一
貫

し
て
美
濃
兵
衛
で
通
し
、
直
胤
と
は
書
か

な
い
）
宅
を
訪
れ
て
、
勝
手
方
手
代
と
し

て
召
し
抱
え
た
い
と
伝
え
、
一
晩
考
え
て

美
濃
兵
衛
は
英
龍
の
申
し
出
を
受
け
る
と

い
う
場
面
で
あ
る
。

　

面
白
い
が
、
ち
ょ
っ
と
引
っ
か
か
る
。

英
龍
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
三
月
十

一
日
、
荘
司
美
濃
兵
衛
直
胤
に
正
式
に
入

門
し
て
お
り
、
以
来
、
身
分
を
わ
き
ま
え

た
師
弟
関
係
が
続
く
。「
あ
ん
た
に
刀
を

打
た
せ
て
や
っ
た
な
」
な
ど
と
い
う
会
話

は
あ
り
得
な
い
。
そ
も
そ
も
、
江
川
家
に

仕
官
し
た
の
は
、
直
胤
で
は
な
く
、
直
胤

の
門
人
胤
長
で
あ
る
。
直
胤
は
秋
元
藩
の

お
抱
え
刀
工
だ
か
ら
、
江
川
家
に
仕
え
、

江
戸
を
離
れ
る
、
と
い
う
展
開
も
考
え
ら

れ
な
い
。

　

も
っ
と
も
著
者
は
刀
の
専
門
家
で
は
な

い
し
、
ま
し
て
や
、
こ
の
小
説
の
初
出
は

『
日
経
マ
ス
タ
ー
ズ
』
二
〇
〇
三
年
二
月

号
か
ら
〇
四
年
一
月
号
で
あ
る
。
情
報
は

限
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

当
時
、
筆
者
は
、
天
保
二
年
に
直
胤
が

韮
山
の
代
官
所
を
訪
れ
、
作
刀
し
て
い
る

事
実
、
そ
し
て
両
者
に
師
弟
関
係
が
あ
る

ら
し
い
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
、
研
究
を

始
め
て
い
た
。
小
説
は
、
そ
の
少
し
後
に

発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

折
し
も
江
川
文
庫
で
は
膨
大
な
資
料
を

整
理
し
て
い
て
、
史
料
の
閲
覧
は
許
さ
れ

ず
、
ま
さ
に
途
方
に
暮
れ
て
い
た
。
頼
み

と
な
っ
た
の
は
『
江
川
坦
庵
全
集
』
の
文

献
で
あ
っ
た
が
、
原
史
料
の
確
認
を
せ
ず

に
、
空
想
で
論
考
を
発
表
し
て
し
ま
っ
て

は
一
生
悔
い
を
残
す
と
、
半
ば
研
究
を
諦

め
て
い
た
こ
ろ
だ
。
佐
々
木
譲
氏
が
何
を

参
考
文
献
と
し
た

の
か
は
不
明
で
あ

る
が
、
史
料
的
に

は
限
ら
れ
て
い
た

で
あ
ろ
う
。
そ
ん

な
中
で
、
よ
く
ぞ

書
い
た
と
も
言
え

る
。

　

た
だ
、
佐
々
木

氏
が
二
〇
一
八
年

に
単
行
本
と
す
る

に
当
た
り
、
拙
稿
に
触
れ
る
機
会
が
も
し

も
あ
れ
ば
…
…
。
事
実
関
係
も
正
さ
れ
、

構
想
自
体
を
再
考
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た

で
あ
ろ
う
。
直
胤
に
つ
い
て
も
、
た
だ
の

刀
鍛
冶
で
は
な
く
、
英
龍
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
、
人
と
し
て
尊
敬
し
合
う
間
柄

の
人
物
と
し
て
描
き
直
す
こ
と
と
な
り
、

物
語
に
も
一
層
の
深
み
と
厚
み
が
出
た
の

で
は
な
い
か
。

　

拙
稿
で
初
め
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
だ

が
、
直
胤
は
砲
術
家
・
高
島
秋
帆
の
江
戸

近
郊
の
宿
舎
を
、
英
龍
の
名
代
と
し
て
訪

れ
、
南
蛮
鉄
や
鉄
製
大
砲
の
製
造
に
つ
い

て
質
問
し
、
そ
し
て
そ
の
顚
末
を
記
し
た

英
龍
宛
の
手
紙
で
、「
あ
な
た
が
や
ろ
う

と
し
て
い
る
こ
と
は
日
本
の
た
め
に
な
る

こ
と
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
直
胤
は
英
龍
の
事
業
に
全
面
的

に
協
力
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
そ
れ
が

ど
う
い
う
意
義
を
持
つ
か
、
自
覚
し
て
い

た
の
だ
。

　

そ
こ
か
ら
著
者
が
小
説
家
な
ら
で
は
の

感
性
で
、
話
を
膨
ら
ま
せ
て
い
っ
た
ら

…
…
き
っ
と
も
っ
と
面
白
い
ド
ラ
マ
が
描

け
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
思
う
と
、
ち

ょ
っ
と
、
い
や
、
か
な
り
残
念
で
あ
る
。

　

昨
今
の
大
河
ド
ラ
マ
は
、
戦
国
、
幕

末
、
戦
国
、
幕
末
…
…
そ
の
繰
り
返
し
で

あ
る
。
し
か
も
、
有
名
な
人
物
し
か
登
場

し
な
い
。
同
じ
幕
末
を
取
り
上
げ
る
と
し

て
も
、
江
川
太
郎
左
衛
門
英
龍
を
主
人
公

に
し
た
ら
、
き
っ
と
面
白
い
ド
ラ
マ
に
な

る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
直
胤
や
、
天

才
で
長
州
藩
と
縁
の
あ
る
清
麿
、
山
内
容

堂
を
し
て
今
正
宗
と
言
わ
し
め
た
左
行

秀
、
宇
和
島
藩
主
・
伊
達
宗
城
や
古
河
藩

の
土
井
侯
と
縁
の
あ
る
固
山
宗
次
…
…
そ

ん
な
綺
羅
星
の
よ
う
な
刀
工
が
登
場
し
た

ら
、
き
っ
と
忘
れ
が
た
い
大
河
ド
ラ
マ
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
、時
々
、

妄
想
し
て
い
る
。

●�

佐
々
木
譲
（
さ
さ
き
・
じ
ょ
う
）

　

 

昭
和
二
十
五
年
、
北
海
道
生
ま
れ
。

平
成
二
十
二
年
『
廃
墟
に
乞
う
』

で
直
木
賞
受
賞
。
ほ
か
に
『
く
ろ

ふ
ね
』『
武
揚
伝
』
な
ど
多
数
。

�

（
小
島
つ
と
む
）

　
『
甲
陽
軍
艦
』
は
、
国
を
滅
ぼ
す
大
将

に
四
つ
の
典
型
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。

　

第
一
番
、
馬
鹿
な
大
将

　

第
二
番
、
利
口
す
ぎ
る
大
将

　

第
三
番
、
臆
病
な
大
将

　

第
四
番
、
強
す
ぎ
る
大
将

　

同
書
は
馬
鹿
な
大
将
と
し
て
今
川
義

元
を
、
利
口
す
ぎ
る
大
将
と
し
て
武
田

義
信
（
信
玄
の
嫡
男
だ
っ
た
が
自
刃
）

を
、
臆
病
な
大
将
と
し
て
山
内
上
杉
憲

政
を
、
強
す
ぎ
る
大
将
と
し
て
武
田
勝

頼
を
取
り
上
げ
る
。

　

関
東
管
領
・
山
内
上
杉
憲
政
に
つ
い

て
、
当
時
、
上
州
に
生
き
た
僧
は
「
上

杉
殿
乱
行
無
道
」
と
評
価
、『
甲
陽
軍

艦
』
は
「
義
理
を
ば
わ
き
に
な
し
外
聞

を
本
に
し
給
へ
ば
一
義
理
を
お
ろ
そ
か

に
、
外
側
の
評
判
を
最
も
大
切
に
す

る
」
と
筆
誅
を
加
え
、『
北
越
軍
談
』

は
「
生
徳
昏
愚
に
し
て
武
将
の
器
な

し
」
と
、
こ
れ
ま
た
容
赦
な
い
。

　

以
上
は
、
第
一
話
「
管
領
の
馬
」
の

書
き
出
し
で
す
。
ち
ょ
っ
と
読
ん
で
み

よ
う
か
な
、
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　
『
敗
れ
ど
も
負
け
ず
』
は
五
話
か
ら

な
る
短
編
集
で
す
。
室
町
時
代
三
話
、

鎌
倉
時
代
二
話
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

室
町
時
代
は
刀
剣
商
の
わ
れ
わ
れ
に

と
っ
て
応
永
備
前
か
ら
末
相
州
、
末
備

前
と
い
っ
た
古
刀
最
末
期
に
相
当
し
、

縁
が
深
い
は
ず
で
す
が
、
肝
心
な
そ
の

歴
史
的
背
景
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
少
な

く
と
も
小
生
に
と
っ
て
、
室
町
時
代
と

い
う
の
は
そ
ん
な
時
代
な
の
で
す
が
、

こ
の
本
を
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
端
緒
を

開
く
こ
と
が
で
き
た
気
に
な
り
ま
し
た
。

　

第
一
話
は
天
文
二
十
一
年
（
一
五
五
二
）

に
山
内
上
杉
憲
政
が
北
条
氏
康
に
攻
め
込

ま
れ
落
城
、
そ
の
後
越
後
に
逃
げ
、
長
尾

景
虎
に
関
東
管
領
職
と
上
杉
姓
を
譲
っ
た

こ
と
。
そ
の
結
果
、
上
杉
謙
信
が
関
東
遠
征

を
し
、
岩
槻
の
太
田
三
楽
斎
、
安
房
の
里

見
、
常
陸
の
佐
竹
、
下
野
の
宇
都
宮
や
那

須
一
族
を
巻
き
込
ん
で
結
成
さ
れ
た
「
十

万
人
の
反
北
条
連
合
軍
」
に
よ
る
小
田
原

城
包
囲
な
ど
、
関
東
に
引
き
起
こ
さ
れ
る

さ
ま
ざ
ま
な
激
動
の
き
っ
か
け
と
な
る
。

　

第
三
話
「
沖
田
畷な

わ
て

」
は
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
）
の
話
。
当
時
の
九
州
で
は
、

肥
前
の
龍
造
寺
、
薩
摩
の
島
津
、
豊
後
の

大
友
の
三
強
が
対
峙
し
て
い
た
。

　

か
つ
て
九
州
で
最
強
の
大
名
は
大
友
宗

麟
で
あ
っ
た
が
、
日
向
耳
川
の
戦
い
で
島

津
に
大
敗
し
、
宗
麟
自
身
の
失
政
も
あ
っ

て
弱
体
化
し
た
。
そ
の
間
隙
を
縫
い
、
新

興
勢
力
龍
造
寺
と
、
古
よ
り
南
鎮
西
に
押

し
込
め
ら
れ
て
き
た
島
津
が
急
拡
大
し

た
。
龍
造
寺
と
し
て
は
島
津
と
結
び
、
大

友
を
滅
ぼ
し
た
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
用
心

深
い
島
津
義
久
は
、
落
ち
目
の
大
友
よ

り
、
上
り
龍
の
勢
い
を
見
せ
る
龍
造
寺
を

警
戒
。
同
盟
の
申
し
出
を
一
蹴
、
龍
造
寺

対
島
津
の
戦
が
沖
田
畷
で
始
ま
っ
た
。

　
「
畷
」
と
は
、
田
と
田
の
間
の
細
道
を

意
味
す
る
。
沖
田
畷
は
悪
水
が
抜
け
な
い

泥
田
で
あ
り
、
龍
造
寺
家
は
こ
こ
で
作
戦

ミ
ス
か
ら
大
殿
・
龍
造
寺
隆
信
を
討
ち
取

ら
れ
、
島
津
家
に
降
る
こ
と
に
な
る
。

　

だ
が
秀
吉
が
九
州
に
出
陣
す
る
と
、
隆

信
の
嫡
男
・
龍
造
寺
政
家
で
は
な
く
、
鍋

島
信
生
の
判
断
で
島
津
家
か
ら
抜
け
、
豊

臣
方
に
加
わ
る
。

　

豊
臣
か
ら
徳
川
へ

天
下
の
覇
権
が
移
る

中
、
ま
た
も
信
生

の
思
案
で
生
き
残
っ

た
。
鍋
島
信
生
改
め

鍋
島
直
茂
が
佐
賀
藩

の
藩
祖
と
な
り
、
主

筋
に
当
た
る
龍
造
寺

家
は
没
落
し
て
し
ま

う
。

　

第
四
話
「
春
王
と
安
王
」
は
永
享
十
一

年
（
一
四
三
九
）
の
話
で
あ
る
。
鎌
倉
公

方
・
足
利
持
氏
は
、
京
都
で
恐
怖
政
治
を

し
い
て
い
た
六
代
将
軍
・
足
利
義
政
に
謀

反
。
箱
根
・
鎌
倉
で
激
戦
し
、
嫡
男
と
と

も
に
討
た
れ
た
。
世
に
言
う
「
永
享
の
乱
」

で
あ
る
。

　

翌
年
、
日
光
山
に
潜
伏
し
て
い
た
持
氏

の
遺
児
、
十
三
歳
の
春
王
丸
、
十
一
歳
の

安
王
丸
兄
弟
は
、
森
や
湿
原
な
ど
の
人
な

き
地
を
か
い
く
ぐ
り
、
常
陸
へ
入
っ
た
。

同
地
で
打
倒
京
都
将
軍
方
の
檄
を
飛
ば
し
、

挙
兵
し
た
。
遺
臣
た
ち
を
掻
き
集
め
な
が

ら
下
総
入
り
し
た
兄
弟
は
、
湿
地
に
囲
ま

れ
た
無
双
の
要
害
、
結
城
城
に
立
て
籠
も

っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
室
町
幕
府
を
束
ね
る
将

軍
義
教
は
、
関
東
甲
信
越
・
駿
河
・
美

濃
・
奥
羽
の
大
名
に
反
乱
軍
を
討
つ
よ
う

に
命
じ
て
い
る
。
総
大
将
は
関
東
管
領
・

上
杉
清
方
。
軍
監
に
は
、
前
関
東
管
領
・

上
杉
憲
実
が
上
杉
入
道
と
し
て
い
る
。
兄

弟
の
亡
父
、
持
氏
の
重
臣
で
あ
り
、
義
教

の
厳
命
で
心
な
ら
ず
も
持
氏
を
討
っ
た
武

将
で
あ
る
。

　

こ
の
結
城
攻
め
は
、
初
め
は
籠
城
方
が

優
勢
で
あ
っ
た
が
、
老
練
な
上
杉
入
道
の

作
戦
で
、
戦
い
が
長
期
戦
に
な
る
と
、
籠

城
方
に
は
兵
糧
の
限
界
と
い
う
厳
然
た
る

先
が
見
え
て
し
ま
う
。

　

改
元
し
た
嘉
吉
元
年
（
一
四
四
一
）
四

月
十
五
日
、
挙
兵
か
ら
一
年
以
上
経
過
し

た
日
に
結
城
城
は
落
城
し
、
春
王
丸
と
安

王
丸
は
幕
府
軍
に
と
ら
わ
れ
る
。
身
柄
は

都
に
護
送
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
途

中
、
将
軍
か
ら
の
命
令
変
更
に
よ
り
美
濃

国
垂
井
の
宿
で
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。
同
年

五
月
十
六
日
。

　

六
月
二
十
四
日
、
足
利
義
教
は
家
臣
赤

松
満
祐
の
屋
敷
に
招
か
れ
、
春
王
・
安
王

対
峙
の
祝
宴
中
、
斬
り
殺
さ
れ
て
し
ま
う
。

　

第
二
話
は
、
源
氏
に
滅
ぼ
さ
れ
る
越
後

平
氏
の
女
性
の
話
。
第
五
話
は
北
条
政
子

の
話
だ
が
、
い
ず
れ
も
「
敗
れ
ど
も
負
け

ず
」。
勝
負
は
「
往
っ
た
り
来
た
り
」
と

い
う
こ
と
で
、
ぜ
ひ
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。�

（
持
田
具
宏
）
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憲

７月14～16日、東京・九段の一口坂ギャ
ラリーで「叢雲会作品展」が開催された。
写真左から松葉國正・坪内祐忠・三上貞
直・久保善博・尾川兼国の各刀匠

（撮影／トム岸田）
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伯
耆
国「
大
山
開
山
１
３
０
０
年
祭
」

森
井
父
子
が
刀
剣
研
磨
と
鞘
製
作
を
実
演
解
説

「
日
本
刀
研
師・鞘
師
実
演
」報
告
記�
森
井
敦
央
（
鞘
師
）

イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

　
「
出
雲
国
風
土
記
」
に
も
記
さ
れ
、

山
岳
信
仰
の
霊
山
と
な
る
鳥
取
県
の
名

峰
「
大だ

い

山せ
ん

」
が
今
年
、
開
山
１
３
０
０

　

八
月
五
日
㈰
、
展
示
会
場
の
米
子
市

美
術
館
に
隣
接
す
る
米
子
市
立
図
書
館

研
修
室
に
お
い
て
、「
日
本
刀
研
師
・

鞘
師
実
演
」
を
私
た
ち
父
子
三
人
で
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

日
本
刀
そ
の
も
の
や
砥
石
の
話
を
交

え
、
研
磨
の
仕
上
げ
工
程
の
実
演
、
鞘

製
作
工
程
見
本
を
並
べ
、
鞘
が
で
き
る

ま
で
の
解
説
と
実
演
な
ど
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
定
員
八
十
名
の
会
場

は
満
員
と
な
り
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、
実
演
を

年
を
迎
え
、
大
山
山
麓
地
域
の
自
治
体

（
鳥
取
県
・
米
子
市
）、
観
光
・
経
済
団

体
等
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
伯
耆

国
「
大
山
開
山
１
３
０
０

年
祭
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。

　

関
連
事
業
と
し
て
七
月

二
十
九
日
～
八
月
二
十
六

日
、
文
化
庁
・
東
京
国
立

博
物
館
・
春
日
大
社
な
ど

の
協
力
を
得
て
、
米
子
市

美
術
館
特
別
共
催
展
「
大

山
山
麓
の
至
宝
～
『
大
山
』
ゆ
か
り
の

刀
を
中
心
に
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
安
綱
」
在
銘
の
太
刀
三
口
を
は
じ
め
、

春
日
大
社
所
蔵
の
古
伯
耆
な
ど
の
大
山

ゆ
か
り
の
刀
を
中
心
に
、
重
要
文
化
財

「
銅
造
観
世
音
菩
薩
立
像
」
ほ
か
大
山

の
重
宝
合
わ
せ
て
九
十
七
点
が
一
堂
に

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
期
中
、
当
地
に
所
縁
が
あ
り
、
刀

剣
業
界
で
活
躍
す
る
森
井
偲し

訓く
ん

・
鐵
太

郎
・
敦あ

つ
ひ
ろ央
の
父
子
三
名
に
よ
る
実
演
が

併
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
参
加
し
た
森

井
敦
央
氏
に
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

�

（
伊
波
賢
一
）

凝
視
し
、
質
問
も
活
発
で
し
た
。

　

ま
ず
父
・
森
井
偲
訓
（
研
師
）
が
「
日

本
刀
と
は
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
日
本
刀

に
対
す
る
精
神
性
に
触
れ
、
続
い
て
日

本
刀
を
研
ぐ
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
お

話
し
し
ま
し
た
。
次
に
兄
・
鐵
太
郎

（
研
師
）
と
並
び
、
磨
き
の
工
程
を
見

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
鐵
太
郎

は
研
ぎ
の
仕
上
げ
工
程
で
あ
る
内
曇
・

刃
艶
・
地
艶
・
拭
い
・
刃
取
り
を
実
演

し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
私
、
敦
央
（
鞘
師
）
が
、
鞘

の
材
料
で
あ
る
朴
木
の
特

性
や
白
鞘
の
必
要
性
に
つ

い
て
お
話
し
し
、
鞘
の
工

程
見
本
を
手
に
取
り
、
鞘

が
で
き
る
ま
で
の
各
工
程

を
一
つ
一
つ
解
説
し
ま
し

た
。
実
演
で
は
掻
き
入
れ

の
工
程
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
刀
剣
へ
の
関

心
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

仕
事
の
道
具
に
つ
い
て
も

大
変
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
き
、
研
ぎ
・
鞘
と
も
に

「
道
具
を
実
際
に
手
に
持
っ

て
み
た
い
」
と
い
う
要
望

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

質
疑
応
答
で
は
「
な
ぜ
こ
の
仕
事
を

選
ん
だ
の
か
」「
日
本
刀
を
扱
う
の
は

責
任
が
重
く
大
変
で
は
な
い
で
す
か
」

「
仕
事
を
通
し
て
思
い
出
の
一
振
は
あ

り
ま
す
か
」
な
ど
の
、
初
め
て
刀
職
者

の
仕
事
を
ご
覧
に
な
る
方
な
ら
で
は
の

声
が
多
く
聞
か
れ
、
大
変
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

実
演
と
解
説
の
二
時
間
は
長
い
か
と

思
い
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
関
心
度
も

高
く
、
あ
っ
と
い
う
間
の
ひ
と
と
き
で

し
た
。
普
段
あ
ま
り
目
に
触
れ
る
こ
と

の
な
い
職
人
仕
事
で
す
が
、
私
た
ち
の

仕
事
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

道
具
な
ど
幅
広
く
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
大
変
に
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

地
元
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
知

人
・
友
人
も
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

実
際
に
仕
事
を
見
て
も
ら
う
の
は
初
め

て
で
、
い
つ
も
と
は
違
っ
た
緊
張
感
が

あ
り
ま
し
た
が
、
自
分
の
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
え
る
と
い
う
こ
と
に
と
て
も
大

き
な
喜
び
と
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
で
実
演

な
ど
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、

私
た
ち
の
故
郷
で
あ
る
鳥
取
県
米
子
市

で
、
こ
う
し
た
企
画
イ
ベ
ン
ト
に
父
子

三
人
で
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
動
し
、

ま
た
そ
の
機
会
を
頂
け
た
こ
と
に
と
て

も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

父偲訓氏を真ん中に鐵太郎氏（手前）と敦央氏（先方）

『刀剣界』は隔月で発行しています。現在、キャンペーン中につき、ご希望の方に3号分を無料でお送りしています。組合員・賛助会員以外の方で購読を希望される方は、
お名前・送付先・電話・メールアドレス（あれば）を書面でお知らせください。また、お知り合いで刀剣に興味のある方がいましたら、教えてあげてください。（事務局）

■横浜開港資料館
　〒231-0021 神奈川県 横浜市中区日本大通３　☎045-201-2100
　http://www.kaikou.city.yokohama.jp/index.htm

戊辰の横浜 ─開港都市の明治元年─
　今年は「戊辰」の年、慶応４年／明治元年（1868）から150周年に当たります。
激動のこの一年、横浜の開港場と市域の村々では何が起こったのでしょうか。

横浜開港資料館と横浜市歴史博物館が連携してその実態に迫ります。
　明治元年１月、鳥羽・伏見の戦いで旧幕府軍は敗北。その後各地は
戊辰戦争の戦雲に包まれ、日本は戦乱の一年を迎えます。３月、東海
道を進んできた薩長の兵士が横浜に現れます。しかし、外国軍が駐屯
する開港場では戦闘は発生せず、４月、横浜は新政府軍によって平和
裡に接収されました。その後、戦火は奥羽に広がります。諸藩は横浜
港でも武器を調達し、戦争で負傷した新政府軍の兵士は横浜の病院に
送られました。横浜は戦場にこそなりませんでしたが、戊辰戦争と深
い関係を持っていたのです。本展では開港都市横浜の激動の一年を、
古写真・錦絵・古文書・イラストなど多様な歴史資料から紹介します。
会期：７月21日㈯～10月28日㈰

　古墳時代の装飾大刀を中心に、弥生時代から江戸時
代にかけての出土刀剣などから日本人の愛した刀剣の
歴史をたどります。
　古墳時代には朝鮮半島伝来の技術により金や銀で装
飾された大刀が多く作られました。刀を飾る龍や鳳凰
などのさまざまなデザインが見どころです。
　その他、平安・鎌倉時代の出土「日本刀」、戦国時代の
城から出土した細密な刀装具、兵庫県産のブランド原料

「千草鉄」で作られた伝世の日本刀などを展示します。
会�期：10月６日㈯～12月２日㈰　月曜休館（祝休日の

場合は翌平日）

■兵庫県立考古博物館
　〒675-0142 兵庫県加古郡播磨町大中１-１-１　☎079-437-5589
　http://www.hyogo-koukohaku.jp/

　元来武器としての役割を担った日本刀は、使用する
者にとって安全でなければならないという前提に立
ち、柄や鐔、鞘などの刀装が不可欠でした。既に古墳
時代には、装飾性を加味した刀装も多く見られるよう
になります。刀剣を美しく飾ることによって、権力者
は周囲に自身の力を誇示したのです。刀装は、こうし
た権力と結びついて発展し、貴族や武士を中心に各時代の流行に則した形で
様々な意匠が用いられました。
　江戸時代には殺伐とした戦国乱世の気風から脱し、天下泰平となったこと
で、刀剣はより象徴としての意味合いが強くなるに伴い、装飾性に富んだも
のが多く作られます。刀装に携わる職人にも名工と呼ばれる者が現れ、刀身
と同じく宝物として扱われたのです。しかし、明治となって廃刀令が布かれ
ると、刀匠や金工など刀剣に携わってきた多くの職人が職を失うことになり
ます。こうした職人の高い技術力を生かし、生き残りを賭けて生み出した美
術品を基礎として、近代から現代にかけて独自の日本工芸が花開いたのです。
　本展では、二階鑑賞室において、刀身とそれに附属する刀装及び刀装具を、
また三階鑑賞室では甲冑や馬具などの武具を展示します。武士の表道具たる
刀や拵、武具などに施された美しい意匠と技をご覧ください。
会期：９月１日㈯～11月18日㈰　月曜休館（祝日の場合は開館、翌日休館）

■森記念秋水美術館
　〒930-0066 富山市千石町１-３-６　☎076-425-5700
　http://www.mori-shusui-museum.jp/

刀をめぐるダンディズム 特別展「装飾大刀と日本刀 ─煌めきの刀剣文化─」

※問い合わせ・申し込みは上記の刀剣博物館までお願いします。
　宿泊については各自でお手配ください。早めの予約をお勧めします。

甲冑・武具審査会のご案内
　日本甲冑武具研究保存会では、恒例の
甲冑・武具（鉄砲類を除く）審査会を開
催します。昨年までは11月に開催してい
ましたが、今年度から約１カ月開催時期
を早めました。また今年度から各等級（重
要文化資料・甲種特別貴重資料ほか）を
明記した受領票を審査日にお渡しし、正
式の「証書」は約２カ月後に郵送します。

日　時：平成30年10月21日㈰午前９時～正午
会　場：水稲荷神社社務所（新宿区西早稲田３-５-43）
受付数： 50点。所定の申込書に必要事項ご記入の上、
　　　　10月15日までに事務局へお申し込みください。
※ 審査料ほか、詳しくは当会ホームページの「お知らせ」をご覧ください。
　ご希望の方へは、「審査会出品申込書」を含め資料を郵送いたします。

一般社団法人日本甲冑武具研究保存会
東京都新宿区山吹町350 鈴康ビル201号
Tel&Fax：03-6265-0856（受付時間 月曜～金曜10:00～16:00）
http://japanese-armor.org/jpn/
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　出羽庄内藩主酒井氏に伝来する優
品の甲冑で、今春修復を終えたばか
りの「重要文化財 色々威胴丸」（当
館所蔵）をお披露目します。これを
記念し、庄内に伝わる室町時代後期
から江戸時代中期の胴丸や当世具足

などの甲冑をはじめ、平安時代後期
から江戸時代の太刀・打刀・短刀・
薙刀・槍などの刀剣および装具を一
堂に展示します。
会期：９月８日㈯～10月21日㈰

催 事 情 報

■桑名市博物館
　〒511-0039 三重県桑名市京町37-１　☎0594-21-3171
　http://www.city.kuwana.lg.jp/index.cfm/24,0,235,414,html

村正Ⅱ ─村正と五箇伝─
　「村正」をはじめとした桑名ゆかりの刀剣を紹介す
る展覧会を開催します。
主な展示作品： 

重要美術品　刀　銘 村正 妙法蓮華経／永正十癸酉
十月十三日
刀　銘 正真／（金象嵌銘）猪切（三河武士のやかた
家康館蔵）

　東建コーポレーション㈱の協力により、《太刀　銘 
包永（金象嵌）本多平八郎忠為所持之》など五箇伝を
中心に17振が出品されます。
会期：10月６日㈯～11月25日㈰　月曜休館

■島田美術館
　〒860-0073 熊本市西区島崎４-５-28　☎096-352-4597
　http://www.shimada-museum.net/index.php

幕末維新の刀剣と書
　日本の武の象徴は、言うまでもなく刀剣。日本刀の
優美な姿形と鋭い切れ味は、世界の武器の中でも比類
がありません。泰平の世が続いた江戸時代中期以降、
実戦で刀を使う機会が減り、象徴的な意味合いが増し
ていたところに訪れた黒船来航（1853年）に始まる激
動の幕末は、刀剣本来の武器としての機能性、つまり
切れ味と強靱さといった実用性を再浮上させました。
刀剣界は幕末から維新にかけて大いに活気づきます
が、廃刀令（1876年）が発令され、日本刀の歴史は一
区切りを見ることとなります。
　また、よく知られるように、この時期は、社会的な
変動を背景にして、わが国の書風がきわめて多様に展
開し、変転した時代です。すなわち、江戸期を通じての唐様の流行、さらに
伝統的な書風への復古の気運、加えて近代書風への模索と、実に魅力に富ん
だ展開と混乱を見せています。
　今回の展観は、この時期に活躍し、さまざまな運命をたどった志士、思想
家、学者などの書と、幕末を中心とした新々刀に、時代の様相をうかがおう
というものです。
会期：７月11日㈬～12月10日㈪　火曜休館

■京都国立博物館
　〒605-0931 京都市東山区茶屋町527　☎075-525-2473（テレホンサービス）
　https://www.kyohaku.go.jp/jp/

特別展「京（みやこ）のかたな～匠のわざと雅のこころ～」
　王城の地・京都では、平安時代から現代に至るまで、
多くの刀工が工房を構え、あまたの名刀を生み出して
きました。これら京都で製作された刀剣は、常に日本
刀最上位の格式を誇り、公家、武家を問わず珍重され、
とりわけ江戸時代以降は武家の表道具として、大名間
の贈答品の代表として取り扱われました。
　本展では、現存する京都＝山城系鍛冶の作品のうち、
国宝指定作品17件と、著名刀工の代表作を中心に展示
し、平安時代から平成に至る山城鍛冶の技術系譜と、
刀剣文化に与えた影響を探ります。また、武家文化だ
けでなく、公家・町衆を含めた京文化の中で、刀工た
ちが果たした役割に迫ります。
会期：９月29日㈯～ 11月25日㈰　月曜休館

印刷／株式会社日刊企画

■致道博物館
　〒997-0036 山形県鶴岡市家中新町10-18　☎0235-22-1199
　https://www.chido.jp/

秋の特別展「刀剣と甲冑～重要文化財 色々威胴丸修復記念～」

   越中福岡はかつて、南北朝期に大和の地から移り住
んだといわれる刀匠一派「宇多派」が居住した地域で
あり、以後、江戸期まで名を継ぎながら多くの刀工が
活躍しました。宇多派の刀剣は質実剛健の風合いが強
く、近年では実用刀として高い評価を受けています。
大名や武将など特定層にこだわらず、商人などの庶民
へも身分を問わずに作刀したことから、その作域・作
風は幅広いものがあります。また大和鍛冶の作刀技術
をベースとしながらも多様な刃文を鑑賞できること
が、宇多刀の大きな魅力の一つとなっています。
　今回の特別展では、その宇多派の持つ多彩な作域を
感じ取ることができる作品、県指定文化財２振を含む
名刀20点余を展示します。古より郷里の人々が代々大切に保管してきた秘蔵
の宇多刀を、その産地である福岡で鑑賞いただけることは主催者として至上
の喜びです。はるか昔、宇多の刀匠たちがこの地で打ち込めた波動、その神
髄を感じ取っていただければ幸いです。
会期：10月13日㈯～12月２日㈰　月曜休館

■高岡市福岡歴史民俗資料館
　〒939-0143 富山県高岡市福岡町下向田字畦ケ谷内15　☎0766-64-5602
　http://www.city.takaoka.toyama.jp/f-kyoiku/kanko/bunka/shisetsu/rekishi.html

特別展「越中ふくおかの名刀～宇多派の真髄に迫る～」

　金刀比羅宮は、昔から朝廷や幕府、
諸大名をはじめ、一般庶民の篤い崇
敬を受け、貴重な宝物類が数多く奉
納されています。刀剣においても、
古くは平安時代末期より現代に至る
まで、精魂込めて鍛え上げた逸品が

数多く現存しています。今回は、そ
の中から備前物を中心に41口を展示
します。
会�期：９月７日㈮～11月25日㈰　月

曜休館（祝日の場合は翌日）

■備前長船刀剣博物館
　〒701-4271 岡山県瀬戸内市長船町長船966　☎0869-66-7767
　http://www.city.setouchi.lg.jp/token/index.html

特別展「こんぴらさんの名刀展」 

　今年の2018東美アートフェアは17回目の開催となり
ます。美術界の中核的存在である東京美術商協同組合
の組合員102店が、１年以上の歳月をかけて皆さまに
気に入っていただける優品・珍品を探し求め、そして、
その作品にふさわしい空間を創るべくブースの造作に
も時間と知恵を使い、準備してまいりました。多くの
皆さまに古美術から現代美術まで、特別なアートに囲まれた空間をお楽しみ
いただきたいと、一同心から願っております。
会期：10月12日㈮・13日㈯・14日㈰

■東京美術倶楽部
　〒105-0004 東京都港区新橋６-19-15　☎03-3432-0191
　https://www.toobi.co.jp/index_jp.html

2018東美アートフェア

　公益財団法人日本美術刀剣保存協会は、その使命の
一つに現代刀職者の育成と技の公開をあげ、その事業
として、「現代刀職展」を開催しております。この展
覧会は、以前の現代刀匠を中心とした「新作名刀展」、
刀剣を研磨する研師および外装を制作する刀職者のた
めの「刀剣研磨・外装技術発表会」を合同で展示し、
一年の成果を競い、そして発表する場として位置づけられるものです。
　「新作名刀展」および「刀剣研磨・外装技術発表会」はそれぞれ60年を超える
深く長い伝統をもつ展覧会でした。この伝統と格式を礎に、新たな歴史を刻
むべく、本展覧会は開催されることとなりました。本財団の創始者である佐
藤寒山先生の遺訓であり、本財団の基本精神である「和」の理念によって成し
遂げられた渾身の力作揃いです。本展覧会を通じて刀職者が胸に抱き日々実
践している「和」の精神も感じ取っていただけることと思います。
会期：７月21日㈯～10月８日（月・祝日）　月曜休館
　なお、本展は致道博物館（10月24日～11月25日）と森記念秋水美術館（11
月23日～12月16日）で巡回展示されます。

■刀剣博物館
　〒130-0015 東京都墨田区横網１-12-９
　☎03-6284-1000　https://www.touken.or.jp/museum/

現代刀職展 ─今に伝わるいにしえの技─

　「越前一乗谷住兼則」の銘を持つ一
乗谷で作られた刀剣、朝倉氏ゆかりの
名刀、一乗谷に刀鍛冶がいたことを

示す出土品を展示するほか、研磨修
復した館蔵の赤羽刀を初公開します。
会期：９月15日㈯～11月11日㈰

■福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館
　〒910-2152 福井県福井市安波賀町４-10　☎0776-41-2301
　http://asakura-museum.pref.fukui.lg.jp/010_about/

特別公開展「戦国の輝き～朝倉氏ゆかりの名刀降臨～」

　現在、国宝や重文・重美に指定・
認定されている刀剣は、そのほとん
どが鎌倉・南北朝期のもので占めら
れています。また、それらは全国の
五つの地域（京・奈良・岡山・神奈川・
岐阜）の刀剣が中心となっています。
来国行・行光・貞宗・一文字などが
主な展示品となっていますが、今回

特別に当館の至宝ともいうべき紀州
徳川家伝来の「江義弘」を開館以来
初めて展示します。国が江と認め指
定・認定しているわずか12本の作品
のうちの１本です。人気の高い加州
清光と同田貫正国は今回も引続き展
示します。
会期：７月３日㈫～９月28日㈮

■塚本美術館
　〒285-0024 千葉県佐倉市裏新町１-４　☎043-486-7097
　http://www.tsukamoto-sogyo.co.jp/index_tsukamoto.html

鎌倉・南北朝期の名刀


